
1 科目の「数学Ⅰ・Ａ」「生物基礎・生物」「化学基礎・化学」「物理基礎・物理」「国語」
の順に1冊の問題冊子となっている。「数学Ⅰ・Ａ」は6ページあり，問題は5問で
ある。「生物基礎・生物」は25ページあり，問題は4問である。「化学基礎・化学」
は14ページあり，問題は4問である。「物理基礎・物理」は15ページあり，問題は
4問である。「国語」は22ページあり，問題は2問である。国語は最後尾にある。
問題冊子の白紙・空白の部分は計算・下書きに使用してよい。

2 科目の選択および解答方法は，下表のとおりである。

2教科型で受験す
る場合

・「数学Ⅰ・Ａ」「生物基礎・生物」「化学基礎・化学」「物理基
礎・物理」「国語」の中から1科目を選択する。
・解答用紙は1枚ある。
・試験時間は60分とする。
・2科目以上に答えることはできない。

3教科型で受験す
る場合

・「数学Ⅰ・Ａ」「生物基礎・生物」「化学基礎・化学」「物理基
礎・物理」「国語」の中から2科目を選択する。

選択例）「数学Ⅰ・Ａ」と「生物基礎・生物」
「数学Ⅰ・Ａ」と「国語」
「化学基礎・化学」と「国語」
「化学基礎・化学」と「物理基礎・物理」

・解答用紙は2枚ある。1枚の解答用紙に解答するのは1科
目のみであり，必ず2枚使用すること。
・試験時間は120分とする。試験時間内に2科目とも答えな
さい。なお，時間配分は問わない。

リハビリテーション学部

2025年度一般選抜試験問題

選 択 問 題

注 意 事 項

注意事項の続きは本冊子の裏にあります



数 学Ⅰ・Ａ

（解答番号は 1 ～ 16 である）



Ⅰ 次の問題の 1 ～ 4 に当てはまる答えを解答群から選び，その記

号をマークしなさい。

()1 実数 x，yが4x2＋9y2＝36，2x＋3y＝4�3 を満たすとき，

�2x－3y�＝ 1 である。

1 の解答群

ａ 2�2 ｂ 3�2 ｃ 2�3 ｄ 3�3 ｅ 2�6
()2 自然数 nについての条件 p，qを

p： nは奇数である

q： n3－25n は8の倍数である

と定める。pは qであるための 2 。

2 の解答群

ａ 必要十分条件である

ｂ 必要条件であるが，十分条件ではない

ｃ 十分条件であるが，必要条件ではない

ｄ 必要条件でも十分条件でもない

()3 kは定数である。xの2次不等式 x2－2（ k－2）x＋3k－2≦0を満たす実

数 xが存在するための必要十分条件は， 3 である。

3 の解答群

ａ 1＜ k＜6 ｂ 1≦ k≦6 ｃ 1＜ k≦6

ｄ k＜1，6＜ k ｅ k≦1，6≦ k
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()4 次の表は，5人の生徒 A，B，C，D，Eに行ったテストの得点をまとめたもの

である。

生徒 A B C D E

得点（点） 33 39 36 35 32

しかし，表中の5人の得点のうち1人の得点が誤りであることがわかった。修正

後のデータの中央値が33点，平均値が34．6点であるとき，得点が誤りであった

のは生徒 4 である。

4 の解答群

ａ A ｂ B ｃ C ｄ D ｅ E
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Ⅱ 次の問題の 5 ～ 7 に当てはまる答えを解答群から選び，その記

号をマークしなさい。

aは定数である。xの2次関数 f（ x）＝2x2－5x＋ a があり，y＝ f（ x）のグラ

フは x軸と接している。

()1 a＝ 5 である。

5 の解答群

ａ 25
2 ｂ 5

4 ｃ 25
4 ｄ 25

8 ｅ 25
16

()2 t≦ x≦ t＋2における f（ x）の最小値が0であるような定数 tの値の範囲は，

6 である。

6 の解答群

ａ －118 ≦ t≦ 58 ｂ －54 ≦ t≦ 34 ｃ －34 ≦ t≦ 54

ｄ －58 ≦ t≦118 ｅ 1
2 ≦ t≦ 52

()3 t≦ x≦ t＋2において，f（ x）が x＝ t で最大値8をとるような定数 tの値は，

7 である。

7 の解答群

ａ －134 ｂ －34 ｃ 1
4 ｄ 3

4 ｅ 13
4
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Ⅲ 次の問題の 8 ～ 10 に当てはまる答えを解答群から選び，その記

号をマークしなさい。

AB＝7，BC＝8，CA ＝6の△ABCがある。△ABCの外接円の点 Cを含まな

い方の弧 AB上に点 Dがあり，sin∠BCD＝ �158 を満たしている。

()1 cos∠BACの値は， 8 である。

8 の解答群

ａ 1
2 ｂ 1

4 ｃ 5
8 ｄ 11

16 ｅ 21
32

()2 線分 BDの長さは， 9 である。

9 の解答群

ａ 3 ｂ 4 ｃ 5 ｄ 7
2 ｅ 9

2

()3 △ABCの面積を S1，△BCDの面積を S2とすると，S1：S2＝ 10 であ

る。

10 の解答群

ａ 3：2 ｂ 7：5 ｃ 8：5 ｄ 12：7 ｅ 21：16
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Ⅳ 次の問題の 11 ～ 13 に当てはまる答えを解答群から選び，その記

号をマークしなさい。

袋の中に赤玉3個，白玉2個，青玉1個の合計6個の玉が入っている。この袋か

ら3個の玉を同時に取り出す。

()1 袋から3種類の色の玉を取り出す確率は， 11 である。

11 の解答群

ａ 1
5 ｂ 1

6 ｃ 3
10 ｄ 1

20 ｅ 1
36

()2 取り出した3個の玉に白玉が少なくとも1個含まれる確率は， 12 であ

る。

12 の解答群

ａ 1
5 ｂ 3

5 ｃ 4
5 ｄ 8

27 ｅ 19
27

()3 取り出した3個の玉に白玉が少なくとも1個含まれるとき，取り出した玉に赤

玉が含まれている条件付き確率は， 13 である。

13 の解答群

ａ 2
3 ｂ 15

16 ｃ 16
19 ｄ 32

63 ｅ 63
76
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Ⅴ 次の問題の 14 ～ 16 に当てはまる答えを解答群から選び，その記

号をマークしなさい。

AB＝ AC＝7，BC＝�7 の△ABCがある。辺 AB上に点 Dを AD＝5とな

るようにとる。また，3点 A，C，Dを通る円と直線 BCの交点のうち，Cではな

い方を Eとし，直線 ACと直線 DEの交点を F，△ABEの重心を Gとする。

()1 線分 BEの長さは， 14 である。

14 の解答群

ａ 2�7 ｂ 3�7 ｃ 7�7
2 ｄ 2�7

7 ｅ 10�7
7

()2 CF：FA ＝ 15 である。

15 の解答群

ａ 1：2 ｂ 1：5 ｃ 2：5 ｄ 4：5 ｅ 2：7

()3 線分 FGの長さは， 16 である。

16 の解答群

ａ 7
2 ｂ 1

3 ｃ 7
3 ｄ 7

6 ｅ 7
9
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生物基礎・生物

（解答番号は 1 ～ 40 である）



Ⅰ 次の各問い（問1～10）に答えなさい。

問1 肉眼では観察できないが，光学顕微鏡を用いると観察できるものとして最も

適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 1

ａ ゾウリムシ ｂ 細胞膜の厚さ ｃ 大腸菌

ｄ ニワトリの卵 ｅ HIV（ヒト免疫不全ウイルス）

問2 生物の多様性と共通性に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 2

ａ 原核生物は，すべて多細胞生物である。

ｂ 原核生物の細胞は，すべて細胞膜の外側に細胞壁をもつ。

ｃ 真核生物は，すべて体温を一定に保つ。

ｄ 呼吸を行うのは，真核生物だけである。

ｅ 光合成を行うのは，真核生物だけである。
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問3 代謝に関する次の文章中の（ ア ）～（ ウ ）に入る語と数値の組合せとし

て最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 3

代謝は，単純な物質から複雑な物質を合成する（ ア ）と，複雑な物質を分

解して単純な物質を生じる（ イ ）からなり，代謝でおもにエネルギーの受け

渡しを行う物質は ATPである。ATPには高エネルギーリン酸結合が（ ウ ）

つある。

ア イ ウ

ａ 異化 同化 1

ｂ 異化 同化 2

ｃ 同化 異化 1

ｄ 同化 異化 2

ｅ 同化 燃焼 3

問4 生物の体細胞分裂において，細胞の DNA 量が，細胞周期で最大となってい

る時期の組合せとして最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

4

ａ G1期，G2期

ｂ G1期，S期

ｃ S期，G2期

ｄ S期，M期

ｅ G2期，M期
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問5 遺伝子の本体の研究に関連する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 5

ａ 以前は，染色体を構成する炭水化物が遺伝子の本体と考えられていた。

ｂ エイブリーらは，肺炎双球菌（肺炎球菌）を用いて形質転換という現象を発

見した。

ｃ グリフィスは，DNA 中の塩基 A と T，Gと Cの数の比がそれぞれ等しい

ことを発見した。

ｄ シャルガフは，X線回折像から DNA がらせん構造をもつことを発見した。

ｅ ハーシーとチェイスは，ウイルスを用いて実験を行い，遺伝子の本体が

DNA であることを証明した。

問6 ヒトゲノムは約30億塩基対からなり，そのうち約1％が遺伝子領域として

はたらいていると考えられている。ヒトの遺伝子数を2万とし，遺伝子の塩基

対数がどの遺伝子も等しいと仮定すると，一つの遺伝子からつくられるタンパ

ク質のアミノ酸の数として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びな

さい。ただし，1つの遺伝子の塩基対はすべてタンパク質合成に利用されるも

のとする。 6

ａ 50 ｂ 100 ｃ 500 ｄ 1000 ｅ 5000
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問7 体液性免疫の過程を説明した次の文章中の（ ア ）～（ ウ ）に入る語の組

合せとして最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 7

（ ア ）による抗原提示を受けて活性化した（ イ ）は，（ ウ ）から同じ

抗原情報の提示を受けると，（ ウ ）を活性化して形質細胞（抗体産生細胞）に

分化させる。

ア イ ウ

ａ 好中球 キラー T 細胞 B細胞

ｂ 好中球 ヘルパー T 細胞 マクロファージ

ｃ 好中球 キラー T 細胞 マクロファージ

ｄ 樹状細胞 ヘルパー T 細胞 マクロファージ

ｅ 樹状細胞 ヘルパー T 細胞 B細胞

問8 自律神経によって，体温や血液循環，消化などが調節されている。次のア～

ウの調節を行っているのは，交感神経と副交感神経のどちらか。その組合せと

して最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 8

ア：瞳孔（ひとみ）を拡大させる。

イ：立毛筋を収縮させる。

ウ：排尿を促進する。

ア イ ウ

ａ 副交感神経 副交感神経 副交感神経

ｂ 副交感神経 副交感神経 交感神経

ｃ 交感神経 交感神経 副交感神経

ｄ 交感神経 副交感神経 交感神経

ｅ 交感神経 交感神経 交感神経
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問9 図1は，光の強さとある植物の二酸化炭素吸収速度の関係を示したものであ

る。図1のア～オのうち，光補償点と光飽和の状態にあるときの光合成速度を

示すものの組合せとして最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさ

い。 9
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問10 生態系に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選び

なさい。 10

ａ 非生物的環境が生物に影響を及ぼすことを，環境形成作用という。

ｂ 植物食性動物を，二次消費者という。

ｃ 分解者は，消費者に含まれる。

ｄ 菌類や細菌は，すべて生産者に含まれる。

ｅ ヘビやトカゲは，分解者に含まれる。
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Ⅱ ヒトの体液とホルモンの分泌の調節に関する次の文Ａ，Ｂを読み，各問いに答え

なさい。

Ａ ヒトの ⑴体液は，血液，組織液，リンパ液に分けられる。血液のうち， ⑵血

しょうの一部が毛細血管からしみ出したものが組織液であり，リンパ液はリンパ

管内を流れる。体液は， ⑶循環系によって体内を循環している。

問1 下線部⑴の体液において，外部環境が変化しても比較的変動の幅が小さい

ものの組合せとして最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

11

ａ 酸素濃度，抗体濃度

ｂ 酸素濃度，ATP濃度

ｃ 温度，抗体濃度

ｄ イオン濃度，温度

ｅ イオン濃度，抗体濃度

問2 下線部⑵について，ヒトの血しょうに関する記述として最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 12

ａ 水が約50％含まれる。

ｂ 水以外で最も多く含まれるのはグルコースである。

ｃ タンパク質は存在しない。

ｄ 血小板が多く含まれる。

ｅ 老廃物を運ぶ役割をもつ。
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問3 下線部⑶について，ヒトの循環系で体液を循環させるポンプとしてはたら

くものが心臓である。以下の問いに答えなさい。

⑴ 心臓拍動の中枢がある部位として最も適当なものを，次のａ～ｅの中か

ら一つ選びなさい。 13

ａ 大脳 ｂ 脊髄 ｃ 中脳 ｄ 延髄 ｅ 間脳

⑵ 心臓を自動的に拍動させるペースメーカーがある部位として最も適当な

ものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 14

ａ 左心房 ｂ 右心房 ｃ 左心室 ｄ 右心室 ｅ 間脳

⑶ 循環系に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ

選びなさい。 15

ａ リンパ管は，鎖骨下静脈と合流する。

ｂ リンパ節には，赤血球や血小板が多く集まる。

ｃ 血管内にフィブリンが生成されることを，線溶という。

ｄ 腎臓には，リンパ管からなる糸球体という構造がある。

ｅ 白血球は，すべてリンパ管内に存在する。
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Ｂ ヒトのからだの状態の調節は，自律神経だけでなく ⑷ホルモンによっても行

われている。ホルモンは，（ ア ）から血液中に分泌され，血液循環によって全

身の標的器官の細胞に作用する。標的器官の細胞にだけ特定のホルモンが作用す

るのは，標的器官の細胞がそのホルモンに対する（ イ ）をもつためである。中

枢神経系が命令を出してからホルモンが作用するまでにかかる時間は，中枢神経

系が命令を出してから自律神経が作用するまでにかかる時間より（ ウ ）。

次の図1は，チロキシンの分泌が起こる過程を示したものである。

視床下部

脳下垂体前葉

甲 状 腺

組　　織

チロキシン

図1
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問4 下線部⑷について，ヒトの体内ではたらくホルモンに関する記述として最

も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 16

ａ 成長ホルモンは，腎臓で水の再吸収を促進する。

ｂ グルカゴンは，タンパク質からのグルコースの合成を促進する。

ｃ 鉱質コルチコイドは，腎臓でのナトリウムイオンの排出を促進する。

ｄ すい臓ランゲルハンス島 A 細胞からは，インスリンが分泌される。

ｅ パラトルモンは，血液中のカルシウムイオン濃度を上げる。

問5 文章中の（ ア ）～（ ウ ）に入る語の組合せとして最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 17

ア イ ウ

ａ 外分泌腺 受容体 短い

ｂ 外分泌腺 抗体 長い

ｃ 外分泌腺 抗体 短い

ｄ 内分泌腺 抗体 長い

ｅ 内分泌腺 受容体 長い
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問6 図1について，以下の問いに答えなさい。

⑴ 図1のチロキシンのように，視床下部と脳下垂体前葉の両方によって分

泌が調節されるホルモンとして最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一

つ選びなさい。 18

ａ インスリン ｂ アドレナリン ｃ グルカゴン

ｄ バソプレシン ｅ 糖質コルチコイド

⑵ 図1の視床下部でホルモンを合成する細胞として最も適当なものを，次

のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 19

ａ NK 細胞 ｂ マクロファージ ｃ 神経分泌細胞

ｄ 造血幹細胞 ｅ 記憶細胞
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⑶ 図1のチロキシン分泌の過程において，視床下部，脳下垂体前葉，甲状

腺のうちいずれか一つの機能が低下したことで，血液中のチロキシン濃度

が健常な人に比べて低い患者Ⅰ～Ⅲがいる。患者Ⅰ～Ⅲは，以下の特徴を

もつ。患者Ⅰ～Ⅲのそれぞれで機能が低下している器官の組合せとして最

も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 20

患者Ⅰ：甲状腺刺激ホルモンを血液中に投与すると，投与前に比べてチロ

キシン濃度が上昇し，甲状腺刺激ホルモン放出ホルモンの濃度は

減少した。

患者Ⅱ：甲状腺刺激ホルモンを血液中に投与しても，投与前に比べてチロ

キシン濃度は上昇しなかった。

患者Ⅲ：甲状腺刺激ホルモン放出ホルモンを血液中に投与すると，投与前

に比べてチロキシン濃度と甲状腺刺激ホルモン濃度が上昇した。

患者Ⅰ 患者Ⅱ 患者Ⅲ

ａ 甲状腺 脳下垂体前葉 視床下部

ｂ 甲状腺 視床下部 脳下垂体前葉

ｃ 脳下垂体前葉 甲状腺 視床下部

ｄ 脳下垂体前葉 視床下部 甲状腺

ｅ 視床下部 脳下垂体前葉 甲状腺

―12―



Ⅲ タンパク質と光合成に関する次の文Ａ，Ｂを読み，各問いに答えなさい。

Ａ 生体内には多くの ⑴タンパク質が存在し，生命活動においてさまざまなはた

らきを担っている。酸やアルカリによってタンパク質の立体構造が変化すること

を（ ア ）といい，その結果，タンパク質は機能を失う。タンパク質の立体構造

は，タンパク質が機能を発揮するのに重要で，細胞内でタンパク質が合成される

とき，多くの場合，（ イ ）の補助のもとでポリペプチドが折りたたまれてタン

パク質の立体構造が整えられる。生体内で触媒としてはたらくタンパク質は，

⑵酵素である。酵素は（ ウ ）で特定の物質と結合して，化学反応を促進する。

また，細胞膜には ⑶輸送タンパク質が存在し，細胞内外へ物質を運んでいる。

問1 下線部⑴に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ

選びなさい。 21

ａ 20種類のアミノ酸が水素結合により直鎖状につながった高分子である。

ｂ 100℃程度の高温にすると，一次構造が壊れる。

ｃ 分子内にらせん構造やシート状の構造がみられ，これらを二次構造とい

う。

ｄ 複数のポリペプチドが集合したものを三次構造という。

ｅ 細胞内だけでなく，細胞外で合成されるタンパク質も存在する。
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問2 文章中の（ ア ）～（ ウ ）に入る語の組合せとして最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 22

ア イ ウ

ａ 変性 オペロン 活性部位

ｂ 変性 シャペロン 活性部位

ｃ 変性 オペロン 補酵素

ｄ 失活 オペロン 補酵素

ｅ 失活 シャペロン 補酵素

問3 下線部⑵について，生体内において細胞外ではたらく酵素として最も適当

なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 23

ａ DNA ポリメラーゼ ｂ コハク酸脱水素酵素 ｃ アミラーゼ

ｄ 制限酵素 ｅ DNA リガーゼ

問4 下線部⑶について，輸送タンパク質には，チャネルやポンプ，輸送体など

がある。以下の問いに答えなさい。

⑴ 赤血球を蒸留水に浸したときに起こる現象に深く関与する輸送タンパク

質として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

24

ａ ATP合成酵素 ｂ グルコース輸送体

ｃ ナトリウムチャネル ｄ カリウムチャネル

ｅ アクアポリン
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⑵ ナトリウムポンプに関する次の文章中の（ ア ）～（ ウ ）に入る数値

と語の組合せとして最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさ

い。 25

ナトリウムポンプのはたらきは，ナトリウム－カリウム ATPアーゼが

行っており，1分子の ATPの分解で得られるエネルギーを利用して

（ ア ）つのナトリウムイオンを細胞内から細胞外へ，（ イ ）つのカリ

ウムイオンを細胞外から細胞内へ濃度勾配に（ ウ ）輸送している。

ア イ ウ

ａ 1 2 従って

ｂ 2 2 逆らって

ｃ 2 3 従って

ｄ 3 2 逆らって

ｅ 3 3 従って
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Ｂ 植物の光合成は葉緑体のチラコイドとストロマで行われる。チラコイドでは光

を吸収した（ エ ）の反応中心から電子が放出され，電子が電子伝達系を移動す

る間に，ストロマから ⑷（ オ ）イオンがチラコイド内へ運ばれる。また，光

を吸収した（ カ ）では反応中心から電子が放出され，電子を補酵素 NADP＋ が

受容して NADPHとなる。このような電子伝達と連動して，チラコイド膜にあ

る ATP合成酵素を介して，チラコイド内の ⑸（ オ ）イオンがストロマへ運ば

れるときに ATPが合成される。この ATP合成反応を光リン酸化という。チラコ

イドで合成された ⑹ATPと NADPHは，ストロマのカルビン（カルビン・ベン

ソン）回路で利用される。カルビン回路では，二酸化炭素が固定されて有機物が

合成される。

問5 文章中の（ エ ）～（ カ ）に入る語の組合せとして最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 26

エ オ カ

ａ 光化学系Ⅰ 水素 光化学系Ⅱ

ｂ 光化学系Ⅰ ナトリウム 光化学系Ⅱ

ｃ 光化学系Ⅱ 水素 光化学系Ⅰ

ｄ 光化学系Ⅱ ナトリウム 光化学系Ⅰ

ｅ 光化学系Ⅱ カリウム 光化学系Ⅰ
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問6 下線部⑷と下線部⑸の輸送のしかたの組合せとして最も適当なものを，次

のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 27

⑷ ⑸

ａ 能動輸送 受動輸送

ｂ 能動輸送 エキソサイトーシス

ｃ 能動輸送 能動輸送

ｄ 受動輸送 能動輸送

ｅ 受動輸送 エキソサイトーシス

問7 下線部⑹について，以下の問いに答えなさい。

⑴ カルビン回路で6分子の二酸化炭素が固定されてから GAP（グリセルア

ルデヒドリン酸）になるまでの間に消費される ATPと NADPHの分子数の

組合せとして最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

28

ATP NADPH

ａ 12 12

ｂ 12 6

ｃ 12 2

ｄ 6 12

ｅ 6 6
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⑵ カルビン回路で二酸化炭素を固定する酵素は，ルビスコと呼ばれる。ル

ビスコは，二酸化炭素を固定するカルボキシラーゼ活性だけでなく，

RuBP（リブロース二リン酸）と酸素を反応させるオキシゲナーゼ活性もも

つ。ルビスコのどちらの酵素活性が高くなるかは，葉内の二酸化炭素濃度

と酸素濃度の比によって変化する。高温・強光下で乾燥すると，イネなど

の C3植物では光合成速度を十分に高くすることができなくなる。その理

由として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

29

ａ 気孔開度が小さくなって，葉内の二酸化炭素濃度が低下する。その結

果，ルビスコのオキシゲナーゼ活性が高まると，ルビスコ自身がオキシ

ゲナーゼによって分解されるため。

ｂ 気孔開度が大きくなって，葉内の二酸化炭素濃度が上昇する。その結

果，ルビスコのオキシゲナーゼ活性が高まると，ルビスコ自身がオキシ

ゲナーゼによって分解されるため。

ｃ 気孔開度が小さくなって，葉内の二酸化炭素濃度が低下する。その結

果，ルビスコと二酸化炭素が結合するようになり，カルボキシラーゼ活

性が高まるため。

ｄ 気孔開度が小さくなって，葉内の二酸化炭素濃度が低下する。その結

果，ルビスコと酸素が結合するようになり，オキシゲナーゼ活性が高ま

るため。

ｅ 気孔開度が大きくなって，葉内の二酸化炭素濃度が上昇する。その結

果，ルビスコと二酸化炭素が結合するようになり，カルボキシラーゼ活

性が高まるため。

―18―



⑶ C3植物よりも後に地球上に出現した C4植物は，カルビン回路とは異な

る二酸化炭素固定経路をもち，高温強光下でも光合成速度を十分大きくで

きる。C4植物の組合せとして最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一

つ選びなさい。 30

ａ コムギ，トウモロコシ

ｂ コムギ，サトウキビ

ｃ サボテン，トウモロコシ

ｄ サボテン，サトウキビ

ｅ トウモロコシ，サトウキビ
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Ⅳ 遺伝情報の発現とヒトの眼に関する次の文Ａ，Ｂを読み，各問いに答えなさい。

Ａ 真核生物の遺伝情報の発現は， ⑴転写と翻訳の過程からなる。転写では DNA

の遺伝情報が写し取られてmRNA 前駆体ができる。mRNA 前駆体は ⑵スプラ

イシングを受けてmRNA となる。mRNA がリボソームと結合すると ⑶翻訳が

始まり，タンパク質が合成される。

問1 下線部⑴について，真核生物において転写を行う酵素である RNA ポリメ

ラーゼに関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選び

なさい。 31

ａ DNA の鋳型鎖上を DNA の5′から3′方向に移動する。

ｂ 転写開始には，プライマーを必要とする。

ｃ RNA を3′末端が伸長する方向に合成する。

ｄ 転写では，DNA のオペレーターに結合する。

ｅ 転写調節では，DNA の転写調節領域に結合する。
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問2 下線部⑵について，同じ遺伝子であっても，細胞や組織の種類によって異

なるスプライシングが行われることがあり，これを選択的スプライシングと

いう。次の図1は，ある遺伝子 XのmRNA 前駆体の四つのエキソン（1～

4）を示したものである。遺伝子 Xの開始コドンはエキソン1の201～203

番目にある AUG，終止コドンはエキソン4の101～103番目にある UAA で

あり，このmRNA 前駆体の他のエキソンには，開始コドンも終止コドンも

存在しない。以下の問いに答えなさい。

325
塩基

186
塩基

588
塩基

315
塩基

1 2 3 4

エキソン エキソン エキソン エキソン

図1 遺伝子 XのmRNA 前駆体

⑴ スプライシングに関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中

から一つ選びなさい。 32

ａ スプライシングは，転写と異なり，細胞質で行われる。

ｂ 選択的スプライシングでは，DNA ヘリカーゼがはたらく。

ｃ 選択的スプライシングと翻訳により，一つの遺伝子から複数種類のタ

ンパク質の合成が可能になる。

ｄ スプライシングは，すべての原核生物でも行われる。

ｅ スプライシングで切り取られたイントロンは，DNA からも失われる。

―21―



⑵ 図1で，スプライシングの結果，エキソン（1～4）すべてがつながれて

mRNA が生じた場合，翻訳で合成されるタンパク質のアミノ酸の数とし

て最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。ただし，翻訳

されたアミノ酸はすべてタンパク質に残るものとする。 33

ａ 329 ｂ 330 ｃ 331 ｄ 332 ｅ 333

⑶ 図1のmRNA 前駆体で選択的スプライシングが起こるとする。そのと

き，エキソン1とエキソン4は必ずmRNA に残るものとすると，選択的

スプライシングの結果生じるmRNA は最大何通りあるか。その数値とし

て最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 34

ａ 2 ｂ 4 ｃ 5 ｄ 8 ｅ 12

問3 下線部⑶について，翻訳に関係するものや過程に関する記述として最も適

当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 35

ａ リボソームは，rRNA と炭水化物から構成されている。

ｂ リボソームは，mRNA 上を3′から5′方向に移動する。

ｃ tRNA は，アンチコドンでリボソームと結合する。

ｄ 終止コドンは四つある。

ｅ 原核生物では，転写と翻訳が同時に進行する。
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Ｂ ヒトの眼は，光刺激を受容する受容器である。次の図2は，ヒトの右眼を上か

ら見たときの断面図である。

ア

イ

ウ

網膜

エ

オ
図2

問4 図2の中のア～ウにあたる語の組合せとして最も適当なものを，次のａ～

ｅの中から一つ選びなさい。 36

ア イ ウ

ａ チン小帯 ガラス体 盲斑

ｂ チン小帯 毛様体 黄斑

ｃ 角膜 ガラス体 盲斑

ｄ 角膜 毛様体 黄斑

ｅ 角膜 チン小帯 黄斑
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問5 図2の網膜について，以下の問いに答えなさい。

⑴ 網膜に存在する桿体細胞がもつ視物質として最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 37

ａ フィトクロム ｂ フォトトロピン ｃ クリプトクロム

ｄ ロドプシン ｅ クロロフィル

⑵ 網膜に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選

びなさい。 38

ａ 桿体細胞は，黄斑に集中して存在している。

ｂ 桿体細胞よりも錐体細胞の方が細胞の数が多い。

ｃ ヒトは紫色，青色，緑色，赤色の光をそれぞれよく吸収する4種類の

錐体細胞をもつ。

ｄ ヒトは，2種類の桿体細胞をもつ。

ｅ 錐体細胞よりも桿体細胞の方が，反応する光の強さの閾値が低い。

問6 図2のエに関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ

選びなさい。 39

ａ 瞳孔の大きさを調節するしくみに関与する。

ｂ 水晶体の厚さを調節するしくみに関与する。

ｃ 眼球を保護する丈夫な膜である。

ｄ ニューロンが多く存在し，光の情報を脳に伝える。

ｅ 視神経が束になっている部分である。
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問7 図2のオについて，オを経て視覚中枢に光の情報が伝えられる。視覚中枢

が存在する部位として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさ

い。 40

ａ 間脳 ｂ 中脳 ｃ 大脳 ｄ 小脳 ｅ 延髄
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化学基礎・化学

（解答番号は 1 ～ 26 である）

注意 解答に必要な場合には，次の値を用いなさい。

原子量 H＝1．0 C＝12 N＝14 O＝16 Na＝23

Al＝27 S＝32 Cl＝35 Ca＝40



Ⅰ 次の問い（問1～7）に答えなさい。

問1 日常で見られる水 H2Oの状態変化に関する次の記述のうち，「凝縮」を表し

ているのはどれか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

1

ａ 冷凍庫（－15℃）で保存する氷が，時間とともに小さくなる。

ｂ 水をコップに入れて25℃の部屋に放置すると，コップの中の水が減少す

る。

ｃ 氷を25℃の部屋に放置すると，水になる。

ｄ 冷たい飲み物を入れたコップのまわりに水滴がつく。

ｅ 寒い冬の朝，池の水が凍る。

問2 同位体に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選び

なさい。 2

ａ 同位体どうしで，化学的性質は異なることが多い。

ｂ 同位体どうしで，電子の数は同じである。

ｃ ある元素を L，Mで表すとき，5
14L と6

14Mは互いに同位体である。

ｄ 酸素とオゾンは互いに同位体である。

ｅ 放射性同位体の γ壊変で放出される γ線は，電子の流れである。

問3 次の5種類のイオンを，イオン半径の大きなものから順に並べたとき，2番

目にくるのはどれか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

3

ａ Na＋ ｂ Mg2＋ ｃ Al3＋ ｄ F－ ｅ O2－
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問4 次のア～エに示した分子またはイオンのうち，同じ形であるものを選んだ組

み合わせとして最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

4

ア 水分子

イ メタン分子

ウ オキソニウムイオン

エ アンモニウムイオン

ａ アとイ ｂ アとウ ｃ イとウ ｄ イとエ ｅ ウとエ

問5 単結合のみからなる分子として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ

選びなさい。 5

ａ N2 ｂ O2 ｃ CO2 ｄ C2H4 ｅ CH3OH

問6 分子からなる物質に関する記述のうち，最も適当なものを，次のａ～ｅの中

から一つ選びなさい。 6

ａ 物質を表す際には，組成式が用いられる。

ｂ 分子間にはたらく分子間力は，非常に強い。

ｃ 固体を穏やかに温めると，容易に液体や気体になる。

ｄ 電気を通すものが多い。

ｅ 代表的な物質に黒鉛がある。
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問7 次のア～ウの記述が示す内容にすべてあてはまる物質として最も適当なもの

を，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 7

ア 混合物である。

イ 硝酸銀水溶液を加えると，白色沈殿を生じる。

ウ 炎色反応は，赤紫色を示す。

ａ ドライアイス ｂ 重曹 ｃ 石灰水

ｄ 塩酸 ｅ 塩化カリウム水溶液
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Ⅱ 次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ 家庭用の塩素系漂白剤には，「まぜるな危険」との表示がある。これは，塩素系

漂白剤に酸性の洗剤を混合すると，塩素系漂白剤に含まれる次亜塩素酸ナトリウ

ム NaClOと塩酸 HClが，次の反応式（ⅰ），（ⅱ）のように反応し，気体の塩素

Cl2が発生するためである。

NaClO ＋ HCl → HClO ＋ NaCl ……（ⅰ）

HClO ＋ HCl → Cl2 ＋ H2O ……（ⅱ）

以上の内容に関する次の問1・2に答えなさい。

問1（ⅰ），（ⅱ）の反応に関する記述ア～エのうち，正しいものの組み合わせと

して，最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 8

ア 次亜塩素酸は，塩酸より弱い酸である。

イ （ⅰ）と（ⅱ）の反応は，いずれも酸化還元反応である。

ウ Cl2は空気より軽い。

エ 発生した Cl2を硝酸銀水溶液に加えると，白色沈殿が生じる。

ａ アとイ ｂ アとエ ｃ イとウ ｄ イとエ ｅ ウとエ
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問2 塩素系漂白剤が500mL 入っているボトルに，次亜塩素酸ナトリウムの質

量パーセント濃度が6．0％との記載があった。（ⅰ），（ⅱ）の反応により次亜

塩素酸ナトリウムがすべて反応するとき，この漂白剤から発生する Cl2の体

積は，理論上，0℃，1．013×105Paで何 L か。最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。ただし，この漂白剤の密度は1．0g/cm3，

0℃，1．013×105Paでの気体のモル体積は22．4L/molであり，反応は完

全に進むものとする。 9

ａ 0．91L ｂ 1．8L ｃ 9．1L ｄ 18L ｅ 91L
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Ｂ 金属の酸化還元反応に関する次の問1～4に答えなさい。

問1 次のａ～ｅの化学反応において，下線で示した金属原子が反応によって還

元されているものを，一つ選びなさい。 10

ａ Fe2O3 ＋2Al →2Fe ＋ Al2O3

ｂ 2Mg ＋ O2 →2MgO

ｃ Cu ＋4HNO3 → Cu（NO3）2 ＋2H2O ＋2NO2

ｄ Ba（OH）2 ＋ H2SO4 → BaSO4 ＋2H2O

ｅ H2O2 ＋ H2SO4 ＋2KI →2H2O ＋ I2 ＋ K2SO4

問2 次の図のように，2種類の金属Ａ，Ｂを電解質水溶液に浸して導線で結ん

だところ，電流が流れて豆電球に明かりがついた。このような装置を電池と

いう。また，このときの電流は，金属Ｂから金属Ａに向かって流れた。この

電池に関する記述として最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びな

さい。 11

電解質水溶液

電流

金属B金属A

ａ 電子は，導線を通って金属Ｂから金属Ａに向かって流れる。

ｂ 金属Ａより金属Ｂの方が，イオン化傾向が大きい。

ｃ 金属Ａでは酸化反応が起こっている。

ｄ 金属Ｂは負極である。

ｅ 時間の経過とともに，水溶液中には金属Ｂのイオンが増える。
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問3 身のまわりの電池に関する記述ア～エのうち，正しいものの組み合わせと

して，最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 12

ア マンガン乾電池は，負極活物質に酸化マンガン（Ⅳ）MnO2を用いている。

イ 二次電池は，放電時と同じ向きに外部から電流を流すことで，起電力を

回復することができる。

ウ リチウムイオン電池は，電気自動車やスマートフォンに利用されている。

エ 燃料電池は，水素と酸素から水ができる化学変化を利用している。

ａ アとイ ｂ アとエ ｃ イとウ ｄ イとエ ｅ ウとエ

問4 カルシウム Ca40mgを水 H2O200mL に入れると，H2Oと反応して水素

を発生し，完全に溶解した。この水溶液の pHはいくらか。最も適当なもの

を，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。ただし，この反応によって水溶液

の体積は変化せず，強塩基の電離度は1とする。また，水素イオン濃度と水

酸化物イオン濃度の関係は次の表の通りである。 13

［H＋］
〔mol/L〕 1 10－1 10－2 10－3 10－4 10－5 10－6 10－7 10－8 10－9 10－10 10－11 10－12 10－13 10－14

10－14

10－14 10－14 10－14 10－14 10－14 10－14 10－14 10－14 10－14 10－14 10－14 10－14 10－14 10－14 10－14

10－13 10－12 10－11 10－10 10－9 10－8 10－7 10－6 10－5 10－4 10－3 10－2 10－1 1［OH－］
〔mol/L〕
［H＋］［OH－］
（mol/L）2

ａ 2 ｂ 3 ｃ 8 ｄ 10 ｅ 12
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Ⅲ 次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ 硫黄の化合物に関する次の問1～3に答えなさい。

問1 硫化水素 H2Sと二酸化硫黄 SO2の両方にあてはまる記述として，最も適

当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 14

ａ 還元剤としても酸化剤としてもはたらく。

ｂ 空気より軽い。

ｃ その水溶液は弱い酸性を示す。

ｄ 黄褐色で，有毒な気体である。

ｅ 多くの金属イオンと反応して，沈殿を生成する。

問2 濃硫酸に関する記述として誤っているものを，次のａ～ｅの中から一つ選

びなさい。 15

ａ 無色で粘性の高い液体である。

ｂ 不揮発性である。

ｃ 水に溶解するとき，多量の熱が発生する。

ｄ 塩基性の気体の乾燥には用いることができない。

ｅ 白金を溶かす。

問3 濃硫酸を用いて0．30mol/L の希硫酸を300mL 調製するとき，濃硫酸は

何mL 必要か。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。た

だし，濃硫酸の質量パーセント濃度は98％，密度は1．8g/cm3であるもの

とする。 16

ａ 5．0mL ｂ 18mL ｃ 30mL ｄ 50mL ｅ 180mL
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Ｂ アルミニウム Alに関する次の問1～3に答えなさい。

問1 Alの単体に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一

つ選びなさい。 17

ａ アルカリ土類金属元素に属する。

ｂ 銀白色でやわらかく，電気伝導性がよい。

ｃ 強酸の水溶液と反応するが，強塩基の水溶液とは反応しない。

ｄ 空気中で熱すると穏やかに燃える。

ｅ ステンレス鋼の主要な成分として用いられる。

問2 Alの単体は，ボーキサイトを精製して得られるアルミナ Al2O3を溶融塩

電解することで得られる。9．0kgの Alを得るのにボーキサイトが27kg必

要であった。このボーキサイトにアルミナは何％含まれるか。最も適当なも

のを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 18

ａ 33％ ｂ 43％ ｃ 53％ ｄ 63％ ｅ 73％
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問3 Al3＋，Ag＋，Zn2＋を含む水溶液から，Al3＋のみを分離する方法として最も

適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 19

ａ 水溶液に塩酸を加えて沈殿を除くと，水溶液中に Al3＋のみが残る。

ｂ 水溶液を酸性にした後，硫化水素を通じて沈殿を除くと，水溶液中に

Al3＋のみが残る。

ｃ 水溶液を塩基性にした後，硫化水素を通じると，アルミニウムを含む沈

殿のみが生じるので，これをろ過する。

ｄ 水溶液に過剰のアンモニア水を加えると，アルミニウムを含む沈殿のみ

が生じるので，これをろ過する。

ｅ 水溶液に過剰の水酸化ナトリウム水溶液を加えた後，沈殿を除くと，水

溶液中にアルミニウムの錯イオンのみが残る。
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Ⅳ 次の文章を読み，下の問い（問1～5）に答えなさい。

ベンゼンからは，以下のような方法により，さまざまな芳香族化合物をつくるこ

とができる。

⑴ ベンゼンに混酸を加えて反応させると，ニトロベンゼンができる。

⑵ ニトロベンゼンにスズと塩酸を加えて反応させた後，水酸化ナトリウム水溶液

で塩基性にすると，化合物Ｐが分離する。

⑶ 化合物Ｐに試薬Ｓを作用させると，アセトアニリドになる。

⑷ ベンゼンに濃硫酸を加えて加熱すると，化合物Ｑと水が生じる。

⑸ 化合物Ｑを水酸化ナトリウム水溶液で中和した後，水酸化ナトリウムを加えて

高温でアルカリ融解し，二酸化炭素を吹き込むと化合物Ｒになる。化合物Ｒは，

クメンを酸化した後，硫酸で分解する方法でもつくることができる。

問1 混酸とは，何と何の混合物か。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ

選びなさい。 20

ａ 濃硝酸と濃硫酸 ｂ 濃硝酸と濃塩酸 ｃ 濃硫酸と希塩酸

ｄ 希硫酸と希硝酸 ｅ 希硝酸と希塩酸

問2 試薬Ｓに関する記述として，最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選

びなさい。 21

ａ 刺激臭のある常温で無色の液体である。

ｂ カルボキシ基を2つもつ。

ｃ 水に溶けやすい。

ｄ 氷酢酸ともいわれる。

ｅ アセトアルデヒドを酸化すると得られる。
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問3 アセトアニリドの構造として，最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ

選びなさい。 22

a
OH N－C－CH3

b

C－O－CH3

H

O

O

c
NO2O2N

OH

NO2

C－O－OH
d CH3

CH3

e

N＝N OH

問4 これらの反応で生成した物質の性質に関する記述ア～エのうち，正しいもの

の組み合わせとして，最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

23

ア ニトロベンゼンは，無色～淡黄色の液体で水より軽い。

イ 化合物Ｐにさらし粉水溶液を加えると，赤紫色を呈する。

ウ 化合物Ｑは安息香酸より弱い酸である。

エ 化合物Ｒに塩化鉄（Ⅲ）水溶液を加えると，紫色を呈する。

ａ アとイ ｂ アとエ ｃ イとウ

ｄ イとエ ｅ ウとエ
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問5 化合物Ｒに，化合物Ｑとアセトアニリドが混入してしまった。この混合物か

ら化合物Ｒを分離するために，混合物を少量のジエチルエーテルに溶かして容

器に入れたのち，次の図のように分離操作を行った。

化合物 Q とアセトアニリドが混入した化合物 R

水層 W1

＊容器にジエチルエーテル，水を加える

水層 W2

＊水酸化ナトリウム水溶液を加える

エーテル層 O1

エーテル層 O2

水層 W3

＊塩酸で酸性にした後，ジエチルエーテルを加える

エーテル層 O3

1）図の分離操作に関する記述として誤っているものを，次のａ～ｅの中から一

つ選びなさい。 24

ａ 図のような分離方法を抽出という。

ｂ 下線部の容器として，一般に分液ろうとが使われる。

ｃ 下線部の容器を使った操作では，振り混ぜてからしばらく静置する。

ｄ 容器内では，水層は下層，エーテル層は上層となる。

ｅ 有機溶媒層としてジエチルエーテルを使えば，水層の性質によって分離さ

れる物質が異なることはない。
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2）図の分離操作を行ったとき，化合物Ｒと化合物Ｑはどの層に分離されるか。

最も適当なものを，次のａ～ｄの中からそれぞれ一つずつ選びなさい。

化合物Ｒ 25

化合物Ｑ 26

ａ 水層Ｗ1

ｂ エーテル層Ｏ2

ｃ 水層Ｗ3

ｄ エーテル層Ｏ3
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物理基礎・物理

（解答番号は 1 ～ 21 である）



Ⅰ 次の問い（問1～4）に答えなさい。

問1 図1のように，なめらかな水平面上にばね定数 k，自然の長さ（自然長）lの

ばねを置き，両端を同じ大きさ F の力で引くとばねは自然の長さより伸びた

状態で水平面上に静止した。このときのばねの長さとして最も適当なものを，

下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 1

k

F F

図1

ａ l＋ F
2k

ｂ l＋ F
k

ｃ l＋2F
k

ｄ l＋� F
2k

ｅ l＋�2F
k
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問2 x軸上を等加速度直線運動をしている物体がある。図2は，この物体が時刻

t＝0sに x＝0mを通過してからの，速度 v〔m/s〕と時刻 t〔s〕の関係をグラフ

に表したものである。この物体の時刻 t＝8．0sにおける位置 x〔m〕として最も

適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 2

8642

8

6

4

2

10 12
－2

－4

－6

－8

0 t〔s〕

v〔m/s〕

図2

ａ 20m ｂ 24m ｃ 28m ｄ 30m ｅ 36m
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問3 図3は，質量100g，温度－20℃の氷に時刻 t＝0sから毎秒200Jの熱を加

え続けたときの水の温度 T〔℃〕と時刻 t〔s〕の関係をグラフに表したものであ

る。時刻 t＝104sまでに融けた氷の質量として最も適当なものを，下のａ～

ｅの中から一つ選びなさい。 3

0

－20

18721 t〔s〕

〔℃〕T

図3

ａ 35g ｂ 40g ｃ 45g ｄ 50g ｅ 55g
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問4 図4のように，ピストンが差し込まれたガラス管の管口1付近にスピーカー

を置き，スピーカーから一定の振動数の音を出しながら，ピストンを管口1の

位置からゆっくり遠ざけていくと，管口1からピストンまでの距離が l1のと

き，はじめて管内の気柱が共鳴し，この距離が l2になったとき，2回目の共

鳴が起こった。このときの開口端補正を表す式として最も適当なものを，下の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 4

スピーカー ガラス管

管口１ 管口２

ピストン

図4

ａ 1
4（l2－5l1） ｂ 1

4（5l1－ l2） ｃ 1
2（l2－3l1）

ｄ 1
2（3l1－ l2） ｅ 2l2－5l1
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Ⅱ 次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ 図1のように，質量2mの物体 A と質量 mの物体 Bを軽くて伸び縮みしない

糸でつないで水平な床面上に置き，物体 Bに水平右向きに大きさ F の力を加え

る。物体 A と床面の間の静止摩擦係数を μ，動摩擦係数を μ′とする。物体 Bは

床面から摩擦力を受けないものとし，重力加速度の大きさを gとする。また，

糸はたるまず，水平に保たれるものとする。

糸2m

図 1

A B
Fm

問1 物体 Bに加える力の大きさ F が，ある値 F0以下のとき，物体 A，Bは静

止したままであった。F0を表す式として最も適当なものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 5

ａ 2μmg ｂ 3μmg ｃ 3μ′mg

ｄ （1＋2μ）mg ｅ （1＋2μ′）mg

問2 F＞F0のとき，物体 A，物体 Bはともに加速度の大きさ aで水平右向き

に等加速度直線運動をした。このとき糸が物体 A を引く力の大きさを表す

式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 6

ａ m（2a＋μ′g） ｂ m（2a－μ′g） ｃ 2m（a＋μ′g）

ｄ 2m（a－μ′g） ｅ m（3a＋2μ′g）
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問3 F＞F0のときの加速度の大きさ aを表す式として最も適当なものを，次

のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 7

ａ F－3μ′mg
3m

ｂ F－2μ′mg
3m

ｃ F－μ′mg
3m

ｄ F－（1＋μ′）mg
3m

ｅ F－（1＋2μ′）mg
3m
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Ｂ 図2のように，地面からじゅうぶん高い崖の端の点 Pから質量 mの人がバン

ジージャンプをする場合を考える。点 Pと人は自然の長さ Lの丈夫なゴムひも

で繋がれており，人は点 Pから初速度0で鉛直下向きに飛び降りるものとする。

ゴムひもは，たるんでいるとき人に力を加えず，Lより伸びたときばねと同様の

フックの法則に従うものとする。ゴムひものばね定数に相当する定数を k，重力

加速度の大きさを gとする。また，ゴムひもの質量，人の大きさ，空気抵抗は

無視できるものとする。

m

図 2

P

問4 人が点 Pから飛び降り，距離 12 Lだけ落下したときの人の速さを表す式

として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 8

ａ 1
4 �gL ｂ 1

2 �gL ｃ � gL
2

ｄ �gL ｅ �2gL
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問5 人が点 Pから飛び降り，ゴムひもが Lより距離 xだけ伸びた瞬間の人の

運動エネルギーを表す式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ

選びなさい。 9

ａ mg（L＋x） ｂ mgL＋ 12 kx2 ｃ mgL－ 12 kx2

ｄ mg（L＋x）＋ 12 kx2 ｅ mg（L＋x）－ 12 kx2

問6 人が点 Pから飛び降り，最下点に達した瞬間，ゴムひもは Lだけ伸びて

長さが2Lになった。このとき，人がゴムひもから受ける力の大きさを人の

重力の大きさ mgを用いて表した式として最も適当なものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 10

ａ mg ｂ 2mg ｃ 3mg ｄ 4mg ｅ 5mg
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Ⅲ 次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ 図1のように，質量 mの小球を水平でなめらかな床面上の点 Oから水平とな

す角 θの向きに速さ v0で投げ出したところ，鉛直な壁の点 Pに水平方向に衝突

して床面上の点 Qに落下してはね返った。点 O，点 P，点 Qは同じ鉛直面内に

ある。小球と壁との間の反発係数（はねかえり係数）を eとし，重力加速度の大き

さを gとする。

床面

壁

v0

θ

図 1

O Q

P

問1 点 Oから投げ出された小球が点 Pに衝突するまでの時間を表す式として

最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 11

ａ v0sinθ
g

ｂ v0cosθ
g

ｃ v0tanθ
g

ｄ v0sinθ
2g

ｅ v0cosθ
2g
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問2 点 Pで小球が壁から受ける力積の大きさを表す式として最も適当なもの

を，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 12

ａ （1＋e）mv0sinθ ｂ （1－e）mv0sinθ ｃ （1＋e）mv0cosθ

ｄ （1－e）mv0cosθ ｅ （1＋e）mv0

問3 床面上の点 Qに落下する直前の小球の速さを表す式として最も適当なも

のを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 13

ａ v0 ｂ v0�ecos2θ＋sin2θ

ｃ v0�cos2θ＋esin2θ ｄ v0�e2cos2θ＋sin2θ

ｅ v0�cos2θ＋e2sin2θ
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Ｂ 図2のように，質量M，半径 Rの地球の周りを質量 mの人工衛星が地球の中

心から距離2Rの円軌道上を一定の速さ vで周回している。万有引力定数を G

とし，地球の自転は考えず，他の天体からの影響は無視できるものとする。

M

m

v

図 2

地球

人工衛星

R

2R

問4 この人工衛星の円運動の速さ vを表す式として最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 14

ａ � Gm
2R

ｂ � GM
2R

ｃ � Gm
R

ｄ � GM
R

ｅ �2Gm
R

問5 この人工衛星の円運動の周期 T を表す式として最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 15

ａ 2πR� R
Gm

ｂ 2πR� R
GM

ｃ 2πR�2R
Gm

ｄ 2πR�2R
GM

ｅ 4πR�2R
GM
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Ⅳ 次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ 図1のように，屈折率が1である空気中に屈折率 n（＞1）の2枚の平面ガラス

A，Bを左端の点 Oで重ねて置き，点 Oから距離 Lの位置に厚さ Dの紙をはさ

んでくさび状の空気層をつくる。真空中の波長が λの単色光を平面ガラスの上か

ら入射させ，反射光を真上から見ると，明暗の縞模様が観測された。これは平面

ガラス A の下面で反射した光 aと平面ガラス Bの上面で反射した光 bが干渉す

るためにできる。光 aでは反射によって位相は ア ，光 bでは反射に

よって位相は イ 。点 Oからの距離が x（≧0）の位置での空気層の厚さを

d とすると，この位置で反射光が弱めあって暗線をつくる条件は負でない整数 m

と波長 λを用いて d＝ ウ と表される。よって，暗線間隔は D，L，λを

用いて エ と表される。

紙

L

x

Dd

図 1

O

a b
A

B

―12―



問1 空欄 ア ・ イ に入れる語句の組合せとして最も適当なもの

を，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 16

ア イ

ａ 変化せず π

2 ずれる

ｂ 変化せず πずれる

ｃ π

2 ずれ 変化しない

ｄ πずれ 変化しない

ｅ πずれ πずれる

問2 空欄 ウ に入れる式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 17

ａ 1
2 mλ ｂ 1

2
�
�m＋ 12

�
�λ ｃ mλ

ｄ �
�m＋ 12

�
�λ ｅ �

�m＋ 14
�
�λ

問3 空欄 エ に入れる式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 18

ａ Lλ
2D

ｂ Dλ
2L

ｃ Lλ
D

ｄ Dλ
L

ｅ 2Lλ
D

―13―



Ｂ 図2のように，じゅうぶんに長い2本の直線状の導線が紙面を含む xy平面上

の点 A（－a，0），点 B（a，0）（a＞0）を紙面に垂直方向に通っており，これらの

導線に紙面に垂直で裏から表の向きに同じ大きさ I の電流を流す。このとき，点

Bを通る電流が点 O（0，0）でつくる磁場（磁界）の向きは オ の向きであり，

その大きさ HOBは カ と表される。また，点 A，点 Bを流れる電流が点

C（0，a）でつくる合成磁場の向きは キ の向きであり，その大きさは HOB

の ク 倍である。

図 2

y

x
I I

C (0, a)

O A (-a, 0) B (a, 0)
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問4 空欄 オ ・ カ に入れる語句と式の組合せとして最も適当な

ものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 19

オ カ

ａ y軸の正 I
2a

ｂ y軸の正 I
2πa

ｃ y軸の負 I
2a

ｄ y軸の負 I
πa

ｅ y軸の負 I
2πa

問5 空欄 キ に入れる語句として最も適当なものを，次のａ～ｅの中か

ら一つ選びなさい。 20

ａ x軸の正 ｂ x軸の負 ｃ y軸の正

ｄ y軸の負 ｅ 電流の流れ

問6 空欄 ク に入れる数値として最も適当なものを，次のａ～ｅの中か

ら一つ選びなさい。 21

ａ 1
2 ｂ �2

2 ｃ 1 ｄ �2 ｅ 2

―15―



（解答番号は 1 ～ 29 である）

国 語



Ⅰ
次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

人
間
は
、
よ
り
事
実
に
近
い
こ
と
よ
り
も
、
自
分
が
信
じ
た
い
と
感
じ
た
こ
と
を
信
じ
て
し
ま
う
傾
向
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
はＡ
人
間
の
精
神
機
能

の
す
ば
ら
し
い
側
面
で
も
あ
る
。
私
た
ち
人
間
は
、
論
理
の
み
に
よ
っ
て
思
考
す
る
の
で
は
な
く
、
感
情
に
よ
る
支
え
を
持
っ
て
思
考
す
る
。
感
情
と

は
、
人
間
を
人
間
ら
し
く
す
る
最
た
る
機
能
で
あ
り
、
感
情
を
（
ア
）シ

ャ
シ
ョ
ウ
し
て
人
間
精
神
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
感
情
は
決
し
て
邪
魔
も
の

で
も
ム
（
イ
）ダ

な
も
の
で
も
阻
害
要
因
で
も
な
く
、
人
間
精
神
の
中
核
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
も
感
情
の
機
能
を
排
除
す
る
な
ら
、
私
た
ち
人
間

は
、
正
し
い
判
断
を
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
人
間
の
思
考
で
用
い
ら
れ
る
論
理
な
ど
児
戯
に
等
し
い
（
ウ
）セ

ツ
レ
ツ
な
も
の
で
あ
り
、
論
理
だ
け
で

判
断
で
き
る
こ
と
な
ど
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
あ
る
情
報
に
感
情
を
か
き
た
て
る
要
素
が
混
入
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
内
容
が
事
実
と
著
し
く
か
け
離
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
私
た

ち
は
そ
れ
を
信
じ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
。
感
情
は
よ
い
シ
（
エ
）シ

ン
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
の
、
ひ
ど
く
間
違
う
こ
と
も
あ
る
。
特
に
、
恐
怖
、
嫌
悪
、

忌
避
、
な
ど
の
感
情
は
、
私
た
ち
の
精
神
に
備
え
ら
れ
た
精
妙
な
早
期
警
戒
機
能
の
発
露
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
、
論
理
を
超
え
て
発
生
す
る
。

生
存
し
続
け
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
生
命
体
と
し
て
の
人
間
の
主
要
な
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
存
し
続
け
る
う
え
で
阻
害
要
因
と

な
る
も
の
は
、
そ
れ
が
非
論
理
的
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
回
避
し
て
お
く
こ
と
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。「

Ⅰ

」と
い
う
の
は
、
生
命
体

の
生
存
戦
略
と
し
て
は
ほ
ぼ
万
能
で
あ
る
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
。
も
し
か
し
た
ら
そ
の
対
象
物
に
接
近
す
れ
ば
利
得
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
論
理

的
に
は
利
得
が
あ
る
だ
ろ
う
と
高
い
確
率
で
推
測
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を「
コ
ワ
イ
」「
キ
モ
い
」「
嫌
い
」と
忌
避
す
る
の
は
、
利
得
を
過
小
に
評
価

し
、
損
失
を
過
大
に
評
価
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
間
違
っ
た
と
し
て
も
、
想
定
し
て
い
た
利
得
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
だ
け
な
の
で
、
生
存
に
は
関

係
な
い
。Ｂ「
生
存
第
一
」と
い
う
生
命
体
の
戦
略
は
、
し
た
が
っ
て
、
損
失
を
過
大
評
価
し
が
ち
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
生
命
体
に
と
っ
て
の
損
失
と

は
、
そ
の
生
存
確
率
の
減
少
で
し
か
な
か
っ
た
時
代
が
あ
ま
り
に
も
長
く
続
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
私
た
ち
は
、
人
に
好
か
れ
た
り
、
認
め
ら
れ
た
り
、
注
目
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
た
り
す
る
あ
ま
り
、
誰
か
に
何
か
を
言
う
際
に
は
、
す

こ
し
誇
張
し
た
り
、
余
計
な
部
分
を
削
っ
た
り
な
ど
の
加
工
を
施
し
て
報
告
し
た
り
も
す
る
。
特
に
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
ブ
ロ
グ
、T

w
itter

、
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Facebook

な
ど
で
の
記
述
は
、「
見
て
も
ら
う
た
め
に
」「
褒
め
て
も
ら
う
た
め
に
」「
ウ
ケ
る
た
め
に
」「
い
い
ね
！
を
押
し
て
も
ら
う
た
め
に
」そ
の
よ

う
に
加
工
さ
れ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。

そ
の
こ
と
自
体
は
決
し
てＣ
指
弾
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
し
、
た
と
え
ネ
ッ
ト
上
で
は
な
い
日
常
会
話
で
あ
っ
て
も
、
私
た
ち
は
そ
れ

と
意
識
し
て
い
る
か
否
か
と
は
別
に
、
多
少
は
情
報
を
そ
の
よ
う
に
加
工
し
て
報
告
し
て
い
る
は
ず
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
ウ
ケ
を
狙
っ
て
加
工
さ
れ

た
報
告
は
、
そ
れ
自
体
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
一
つ
一
つ
は
ち
ょ
っ
と
し
た
誇
張
で
あ
っ
た
り
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
積
も
っ
て
い

ゆ
が

く
と
、
情
報
内
容
が
歪
め
ら
れ
、
事
実
と
は
異
な
る
こ
と
がＤ
流
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
り
も
す
る
。

く
く

「
情
報
」と
ひ
と
括
り
に
し
て
表
現
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
示
す
概
念
は
少
し
複
雑
な
構
成
を
持
っ
て
い
る
。
一
般
に
情
報
と
は
、�
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
�（inform

ation
）の
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
他
の
単
語
に
関
し
て
も
同
様
だ
が
、
必
ず
し
も
日
本
語
と
英
語
の
あ
い

だ
で
対
応
が
と
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
情
報
は
、
必
ず
し
も
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
意
味
で
の
み
用
い
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
ず
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、inform

（
通
知
）さ
れ
た
も
の
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
な
ん
ら
か
の
デ
ー
タ
が
通
知
さ
れ
た
と

き
に
、
そ
れ
が
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
。
通
知
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
な
ん
ら
か
の
経
路
が
介
在
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
経

路
と
は
、
た
と
え
ば
そ
れ
を
知
ら
せ
た
人
で
あ
っ
た
り
、
そ
れ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
媒
体
で
あ
っ
た
り
す
る
。

さ
ら
に
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
も
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
同
じ
く
情
報
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
示
す
も
の
は
か
な
り
異
な
っ
て

ち
ょ
う
ほ
う

い
る
。
諜
報
機
関
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
は
、「
は
か
り
ご
と
＝
諜
」と
い
う
漢
字
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
意
図
や
解
釈

が
含
ま
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
や
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
こ
に
は
、
そ
れ
ら
を
受
け
取
っ
た
人
間
の

解
釈
が
必
ず
伴
う
。
そ
の
解
釈
と
は
、
そ
れ
ら
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
や
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
情
報
か
ら
、
そ
の
本
質
部
分
で
あ
る
デ
ー
タ

を
抽
出
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
構
図
は
、
情
報
汚
染
の
基
本
的
な
図
式
で
あ
る
が
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
や
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
情
報
に
含
ま
れ
る
意
図
や
解
釈

は
、
多
く
の
場
合
、
決
し
て
邪
魔
も
の
で
も
汚
染
で
も
な
く
、
あ
な
た
が
そ
れ
ら
を
解
釈
す
る
と
き
に
役
に
立
つ
有
用
な
ヒ
ン
ト
で
も
あ
る
。
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あ
る
事
象
に
ま
つ
わ
る
デ
ー
タ
は
無
限
に
存
在
す
る
。
無
限
の
デ
ー
タ
を
す
べ
て
把
握
す
る
こ
と
は
人
知
に
は
不
可
能
な
こ
と
な
の
で
、
私
た
ち
人

間
は
そ
の
う
ち
の
き
わ
め
て
少
な
い
側
面
を
デ
ー
タ
と
し
て
抽
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
そ
れ
を
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な

い
か
ら
だ
が
、
こ
の
と
き
、
そ
の
デ
ー
タ
の
抽
出
者
の
意
図
が
介
在
す
る

Ⅱ

が
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
必
ず
介
在
す
る
。
も
し
も
あ
な
た

が
組
織
の
意
思
決
定
に
関
与
す
る
立
場
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
事
情
は
よ
く
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
あ
な
た
が
所
属
す
る
組
織
が
取
り
扱

う
デ
ー
タ
は
大
量
で
あ
り
、
そ
の
す
べ
て
を
一
人
の
人
間
が
把
握
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
デ
ー
タ
を
取
り
ま
と

め
、
そ
れ
に
解
釈
を
施
し
て
、
あ
な
た
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
と
き
情
報
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
階
層
構
造
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
、
そ
の
頂

点
に
近
い
位
置
に
い
る
人
間
は
、
そ
の
下
層
部
分
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る「Ｅ
処
理
済
の
情
報
」を
も
と
に
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

な
ま

た
と
え
ば「
一
年
間
に
オ
フ
ィ
ス
で
消
費
さ
れ
る
筆
記
具
の
総
数
」な
ど
を
知
る
必
要
は
ほ
と
ん
ど
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な「
生
に
近
い
デ
ー
タ
」を
提

示
さ
れ
て
も
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
だ
か
ら「
各
オ
フ
ィ
ス
の
個
人
ご
と
の
文
具
費
」と
い
う
よ
う
に
、
処
理
さ
れ
た
形
の
情
報
が
必
要
と
な
る
。
つ

ま
り
そ
れ
が「
加
工
さ
れ
、
抽
出
さ
れ
、
処
理
さ
れ
た
情
報
」と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
情
報
で
あ
る
。
し
か
し
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
情
報
は
、
そ
れ
を
報
告
す
る
人
間
が
な
ん
ら
か
の
意
図
の
も
と
に
抽
出
し
加
工
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
純
粋
な
デ
ー
タ

と
は
異
な
っ
て
い
る
。Ｆ
こ
こ
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
あ
な
た
の
部
下
が
優
秀
な
人
間
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
経
路
で
も
た
ら
さ
れ
る
情
報
は
有
用

で
あ
る
は
ず
だ
が
、
世
の
中
に
は
必
ず
し
も
優
秀
な
人
間
ば
か
り
で
は
な
い
し
、
あ
な
た
に
悪
意
を
持
っ
て
い
る
部
下
さ
え
存
在
す
る
は
ず
だ
。
だ
か

ら
、
そ
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
る
経
路
の
質
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
。

抽
出
し
た
デ
ー
タ
が
な
ん
ら
か
の
方
法
で
他
の
人
に
報
告
さ
れ
た
と
き
、
そ
れ
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
が
、
そ
の
と
き
報
告
す
べ
き
も
の

と
そ
う
で
な
い
も
の
を
選
別
す
る
の
は
報
告
者
で
あ
り
、
そ
こ
に
ま
た
意
図
が
介
在
す
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
や
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
基
礎
と
し

て
、
な
ん
ら
か
の
解
釈
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
報
告
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
場
合
も
当
然
、
そ
の
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
し
て
の
情
報
を
作
成
し
た
人
間
の
意
図
が
介
在
す
る
。

Ⅲ

、
そ
れ
ら
の
情
報
を
受
け
取
っ
た
側
が
行
う
解
釈
の
度
合
い
の
量
は
異
な
る
も
の
の
、
ま
っ
た
く
意
図
が
関
与
し
な
い
情
報
を
受
け
取

る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
、
受
け
取
っ
た
情
報
に
ど
の
よ
う
な
解
釈
を
施
す
か
は
受
け
取
っ
た
側
の
知
識
や
能
力
に
（
オ
）イ

ソ
ン
す
る
の
で
、
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同
じ
デ
ー
タ
を
見
て
も
、
同
じ
報
告
を
聞
い
て
も
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
は
、
人
に
よ
っ
て
異
な
る
。

（
高
田
明
典『
情
報
汚
染
の
時
代
』に
よ
る
）

　問
1

傍
線
部（
ア
）〜（
オ
）に
該
当
す
る
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

1

〜

5

（
ア
）
シ
ャ
シ
ョ
ウ

1

ａ

下
二
桁
を
シ
シ
ャ
ゴ
ニ
ュ
ウ
す
る

ｂ

ケ
イ
シ
ャ
の
ゆ
る
や
か
な
坂
道

ｃ

疑
い
が
晴
れ
て
シ
ャ
メ
ン
す
る

ｄ

実
験
器
具
を
シ
ャ
フ
ツ
消
毒
す
る

ｅ

不
祥
事
を
深
く
チ
ン
シ
ャ
す
る

（
イ
）
ム
ダ

2

ａ

タ
イ
ダ
な
生
活
を
送
る

ｂ

ダ
キ
ョ
ウ
テ
ン
を
見
つ
け
る

ｃ

政
治
が
ダ
ラ
ク
す
る

ｄ

こ
の
本
は
ダ
サ
ク
だ

ｅ

ダ
ソ
ク
を
加
え
る
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（
ウ
）
セ
ツ
レ
ツ

3

ａ

セ
ッ
ソ
ク
を
旨
と
す
る

ｂ

自
然
の
セ
ツ
リ
に
従
う

ｃ

道
路
を
フ
セ
ツ
す
る

ｄ

お
セ
ッ
カ
イ
を
焼
く

ｅ

セ
ツ
ナ
テ
キ
に
生
き
る

（
エ
）
シ
シ
ン4

ａ

野
球
の
シ
ン
パ
ン
を
す
る

ｂ

健
康
シ
ン
ダ
ン
を
受
け
る

ｃ

特
許
を
シ
ン
セ
イ
す
る

ｄ

シ
ン
ボ
ウ
強
く
練
習
を
す
る

ｅ

時
計
の
ビ
ョ
ウ
シ
ン
が
壊
れ
る

（
オ
）
イ
ソ
ン5

ａ

イ
カ
ン
の
意
を
表
明
す
る

ｂ

仕
事
を
イ
ニ
ン
す
る

ｃ

法
律
に
イ
キ
ョ
す
る

ｄ

部
下
を
イ
ロ
ウ
す
る

ｅ

イ
ダ
イ
な
功
績
を
残
す
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問
2

傍
線
部
Ａ「
人
間
の
精
神
機
能
」と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ

い
。

6

ａ

事
実
に
近
い
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
が
信
じ
た
い
こ
と
を
信
じ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。

ｂ

恐
怖
、
嫌
悪
、
忌
避
な
ど
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
に
よ
っ
て
、
間
違
っ
た
情
報
か
ら
身
を
守
ろ
う
と
す
る
。

ｃ

物
事
を
正
し
く
判
断
す
る
う
え
で
は
、
論
理
的
な
思
考
に
比
べ
て
よ
り
重
要
な
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
。

ｄ

物
事
を
判
断
す
る
際
に
適
切
な
方
向
性
を
示
す
一
方
で
、
早
ま
っ
て
大
き
く
誤
る
こ
と
も
あ
る
。

ｅ

感
情
を
か
き
た
て
る
要
素
が
混
じ
っ
て
い
る
情
報
に
対
し
て
は
、
よ
り
妄
信
的
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。

問
3

空
欄

Ⅰ

〜

Ⅲ

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ

い
。
Ⅰ

7

・
Ⅱ

8

・
Ⅲ

9

に

と

Ⅰ

ａ

君
子
危
う
き
に
近
寄
ら
ず

ｂ

虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
虎
子
を
得
ず

ｃ

二
兎
を
追
う
者
は
一
兎
を
も
得
ず

た
め

ｄ

情
け
は
人
の
為
な
ら
ず

ｅ

下
手
な
鉄
砲
も
数
撃
て
ば
当
た
る

Ⅱ

ａ

必
然
性

ｂ

可
能
性

ｃ

普
遍
性

ｄ

特
異
性

ｅ

利
便
性

Ⅲ

ａ

む
し
ろ

ｂ

し
か
し

ｃ

た
と
え
ば

ｄ

そ
れ
と
も

ｅ

つ
ま
り
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問
4

傍
線
部
Ｂ「『
生
存
第
一
』と
い
う
生
命
体
の
戦
略
」と
は
ど
う
す
る
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら

一
つ
選
び
な
さ
い
。

10

ａ

人
間
の
生
存
確
率
を
高
め
る
行
動
を
進
ん
で
と
り
、
利
得
の
な
い
も
の
は
生
存
し
続
け
る
う
え
で
は
不
要
だ
と
判
断
し
て
無
視
す
る
こ
と

ｂ

人
間
の
生
存
を
左
右
す
る
と
推
測
さ
れ
る
損
失
の
回
避
を
、
な
ん
ら
か
の
利
得
が
あ
り
う
る
場
面
に
お
い
て
も
優
先
し
て
行
動
す
る
こ
と

ｃ

人
間
の
生
存
に
有
意
な
利
得
に
こ
そ
損
失
が
隠
れ
て
い
る
と
判
断
し
、
そ
の
よ
う
な
利
得
に
注
意
を
払
い
つ
つ
用
心
深
く
立
ち
回
る
こ
と

ｄ

人
間
の
生
存
に
と
っ
て
高
い
確
率
で
利
得
が
あ
る
も
の
を
追
求
し
、
利
得
の
な
い
も
の
は
損
失
に
つ
な
が
る
と
判
断
し
て
回
避
す
る
こ
と

ｅ

人
間
の
生
存
に
さ
ほ
ど
脅
威
と
な
ら
な
い
損
失
を
も
阻
害
要
因
と
み
な
し
、
一
方
で
生
存
に
有
益
な
利
得
以
外
に
は
手
を
出
さ
な
い
こ
と
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問
5

傍
線
部
Ｃ
・
Ｄ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

Ｃ

11

・
Ｄ

12

Ｃ

指
弾

ａ

悲
観
的
に
考
え
る
こ
と

ｂ

正
し
い
と
認
め
る
こ
と

ｃ

非
難
し
て
退
け
る
こ
と

ｄ

広
く
賛
同
を
得
る
こ
と

ｅ

原
因
を
追
求
す
る
こ
と

Ｄ

流
布

ａ

著
し
く
増
え
る
こ
と

ｂ

一
部
で
定
着
す
る
こ
と

ｃ

不
意
に
現
れ
る
こ
と

ｄ

大
多
数
を
占
め
る
こ
と

ｅ

広
く
知
れ
渡
る
こ
と

― 8 ―



問
6

傍
線
部
Ｅ「
処
理
済
の
情
報
」と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ

選
び
な
さ
い
。

13

ａ

不
確
実
な
内
容
を
含
む
デ
ー
タ
を
排
除
し
、
有
益
な
デ
ー
タ
を
追
加
す
る
こ
と
で
信
頼
性
を
高
め
た
情
報

ｂ

無
限
に
存
在
す
る
デ
ー
タ
を
選
り
抜
き
、
そ
の
場
に
応
じ
て
必
要
と
さ
れ
る
姿
に
変
形
さ
せ
た
情
報

ｃ

膨
大
に
あ
る
デ
ー
タ
を
ふ
る
い
に
か
け
、
一
人
の
人
間
が
処
理
で
き
る
数
に
ま
で
精
選
し
た
情
報

ｄ

組
織
に
有
用
な
デ
ー
タ
を
抽
出
し
、
関
係
者
以
外
が
読
み
取
れ
な
い
よ
う
に
暗
号
化
を
施
し
た
情
報

ｅ

デ
ー
タ
を
最
新
の
も
の
に
更
新
し
、
実
務
の
現
場
で
安
心
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
加
工
し
た
情
報
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問
7

傍
線
部
Ｆ「
こ
こ
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
」と
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
筆
者
が
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

14

ａ

情
報
の
受
け
手
は
、
情
報
の
調
達
を
報
告
者
に
頼
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
出
ど
こ
ろ
を
知
る
す
べ
が
な
く
、
情
報
の
出
ど
こ
ろ
が
不
明
な
ま

ま
判
断
を
下
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と

ｂ

情
報
の
受
け
手
は
、
情
報
を
取
捨
選
択
す
る
行
為
を
結
果
的
に
報
告
者
に
任
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
自
分
自
身
で
有
用
な
情
報
を

選
び
出
す
力
が
身
に
つ
か
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

ｃ

情
報
の
受
け
手
は
、
情
報
を
自
ら
選
別
す
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
報
告
者
の
作
為
や
力
量
に
よ
っ
て
、
有
用
な
情
報
を
受
け
取
れ
る
か
ど

う
か
が
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

ｄ

情
報
の
受
け
手
は
、
報
告
者
自
身
の
利
害
の
た
め
に
処
理
が
施
さ
れ
た
情
報
を
受
け
取
る
た
め
、
目
的
に
か
な
っ
た
情
報
を
手
に
入
れ
る
こ

と
は
必
ず
し
も
可
能
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

ｅ

情
報
の
受
け
手
は
、
提
供
さ
れ
た
情
報
の
内
容
に
よ
っ
て
報
告
者
の
能
力
を
推
し
量
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
情
報
の
質
の
良
し
悪
し
が
報
告

者
の
評
価
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
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問
8

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

15

ａ

ネ
ッ
ト
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
日
常
会
話
の
場
合
と
違
っ
て
、
人
は
他
者
に
認
め
ら
れ
た
い
あ
ま
り
に
自
身
の
情
報

を
加
工
し
て
伝
え
よ
う
と
す
る
。

ｂ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
は
、
ど
ち
ら
も
人
や
掲
載
さ
れ
た
媒
体
を
経
由
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
の
人
に
伝
え
ら
れ

る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

ｃ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
し
て
の
情
報
は
、
な
ん
ら
か
の
意
図
や
解
釈
を
伴
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
汚
染
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

ｄ

人
間
同
士
の
間
で
情
報
の
や
り
取
り
が
行
わ
れ
る
際
に
は
、
情
報
の
選
別
や
作
成
と
い
っ
た
行
為
を
通
じ
て
、
必
ず
な
ん
ら
か
の
意
図
や
解

釈
が
伴
う
こ
と
に
な
る
。

ｅ

情
報
に
解
釈
を
施
す
の
は
そ
れ
を
提
供
す
る
側
の
行
為
で
あ
る
た
め
、
同
じ
情
報
に
対
す
る
受
け
手
の
理
解
度
は
一
様
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
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Ⅱ
次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

人
と
人
の
関
係
の
存
在
的
な
構
造
を
考
え
よ
う
と
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
に
許
さ
れ
る
手
続
き
に
は
二
つ
の
道
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
一
つ
は
、

ち
ょ
う
か
ん

た
い
じ

「
間
」と
い
う
見
方
に
お
い
て
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、「
対
」と
い
う
見
方
に
お
い
て
で
あ
る
。
一
般
に「
鳥
瞰
図
法a

bird
eye

view

」と「
対
峙
図
法

dialogue/facing
each

other

」と
い
う
二
つ
の
視
点
で
あ
る
。

記
録
写
真
を
撮
る
際
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
ひ
と
つ
の
目
線
が
あ
る
。
地
平
線
を
見
晴
ら
す
目
線
と
で
も
言
え
よ
う
か
、
上
空
か
ら
漂
い
な
が
ら
景
観
を

一
望
す
る
よ
う
な
視
線
で
あ
る
。

Ⅰ

鳥
の
目
線
で
世
界
を
（
ア
）ト

ラ
え
よ
う
と
す
る
鳥
瞰
図
法
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
科
学
・
技
術
に
基
づ
く
こ

の
手
法
が
わ
れ
わ
れ
の
社
会
的
人
間
関
係
を
広
く
支
配
し
て
い
る
。

ま
た「
あ
い
つ
は
い
や
な
や
つ
だ
、
だ
か
ら
つ
き
あ
い
た
く
な
い
」と
思
う
。
ま
た「
あ
い
つ
は
い
や
な
や
つ
だ
が
、
少
し
見
方
を
変
え
れ
ば
、
あ
の

手
に
も
結
構
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
、
許
せ
る
」と
も
言
う
。
そ
う
考
え
る
の
は
、
私
で
あ
っ
て
、
他
の
誰
で
も
な
い
。
同
じ
事
態
は
相
手
に
も
生

じ
、
い
ず
れ
も
私
と
他
者
と
の
間
の
対
面
・
対
峙
的
な
次
元
の
関
係
を
さ
す
。

Ⅱ

ケ
ー
タ
イ（
電
話
・
ス
マ
ホ
等
々
の
総
称
）が
支
配
的
な
社
会
的
風
景
を
想
定
し
て
み
る
。Ａ
ケ
ー
タ
イ
と
い
う
機
器
が
人
間
関
係
を
根
底

か
ら
変
え
た
と
い
う
事
態
を
想
定
す
る
場
合
、
そ
こ
で
は
、
端
的
に
ケ
ー
タ
イ
が
人
と
人
の
関
係
を
限
り
な
く
間
接
化
す
る
技
術
だ
と
い
う
点
で
あ

る
。
直
接
的
対
話
の
常
態
的
生
活
か
ら
、
19
世
紀
以
後
電
話
の
技
術
が
生
ま
れ
、
発
展
を
持
続
さ
せ
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
ケ
ー
タ
イ
の「
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
」と
い
う
（
イ
）セ

ン
デ
ン
用
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
家
の
片
隅
に
固
定
さ
れ
て
あ
っ
た
コ
ー
ド
付
電
話
が
支
配
的
で
あ
っ
た
時
代
を

す
っ
か
り
忘
れ
さ
せ
て
い
る
。（

ⅰ

）も
は
や
、
こ�

こ�

と
い
う
場
の
固
定
化
を
保
証
し
て
き
た
コ
ー
ド
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
時
代
で
は
な
い
。
少
な
く

と
も
ケ
ー
タ
イ
に
象
徴
さ
れ
る
社
会
生
活
に
お
け
る
人
間
関
係
そ
れ
自
体
が
場
の
固
定
か
ら
そ
れ
の
浮
遊
へ
と
い
う
大
き
な
質
的
変
容
を
生
み
つ
つ
、

同
時
に
相
互
に
関
係
の
よ
り
深
い
間
接
化
の
度
合
い
を
深
化
さ
せ
る
構
造
へ
と
転
換
し
て
い
る
。

Ｂ
そ
う
し
た
ワ
イ
ア
レ
ス
な
時
代
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
個
々
の
目
線
も
相
互
に
ど
ん
ど
ん
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
近
代
化
に
不
可
欠
な
個
人
主
義
化（
自

由
）の
方
向
と
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
個
人
間
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
化
に
定
位
す
る
た
め
に
は
、
人
間
関
係
に
お
け
る
近
接
化
と
遠
隔
化
の
テ
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ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
ケ
ー
タ
イ
の
歴
史
的
な
意
義
は
担
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
と
と
も
に
、

Ｘ

も

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。
遠
目
と
近
目
が
混
濁
す
る
現
象
。
遠
く
に
目
線
が
伸
び
る
分
だ
け
、
人
の
気
配
す
ら
感
知
し
な
い
人

間
群
が
生
ま
れ
る
。
技
術
が
人
間
の
感
覚
を
襲
い
、
そ
の
関
係
を
（
ウ
）シ

ン
ガ
イ
す
る
。
古
人
の
方
が
よ
ほ
ど
遠
近
感
を
心
身
で
見
抜
い
て
い
た
と
も
い
え

る
。「
遠
く
て
近
き
も
の
、
極
楽
、
舟
の
道
、
男
女
の
仲
」そ
し
て「
近
く
て
遠
き
は
、
田
舎
の
道
」と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
遠
み
が
注
視

さ
れ
、
近
み
が
忘
却
さ
れ
る
構
造
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
い
は
対
面
的
に
会
話
で
済
む
よ
う
な
近
さ
に
あ
っ
て
も
、

Ⅲ

遠
み
に
あ
る
と
仮
想
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
鳥
の
よ
う
に
電
波

が
空
中
を
漂
う
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
意
識
が
向
か
う
目
線
の
先
も
ま
た
、
そ
れ
に
伴
っ
て
空
中
を
漂
う
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。
ケ
ー
タ
イ
を
使
用

開
始
す
る
そ
の
つ
ど
、
そ
の
端
緒
か
ら「
い
ま
ど
こ
？
」と
い
う
問
い
か
け
が
始
ま
り
、
同
じ
こ
と
が
関
係
の
相
互
に
生
じ
る
の
が
日
常
で
あ
る
。
虚
空

を
見
つ
め
る
よ
う
な
目
つ
き
を
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は
相
互
に
隠
れ
ん
坊
を
演
じ
る
よ
う
に
生
き
る
。Ｃ
仮
面
舞
踏
会
で
マ
ス
ク（
ペ
ル
ソ
ナ
・
役
割
）を

付
け
な
が
ら
ダ
ン
ス
に
興
じ
る
。
ゲ
ー
ム
と
し
て
相
手
の
現
在
の
居
場
所
を
あ
え
て
問
お
う
と
し
な
い
こ
と
、
関
係
そ
れ
自
体
が
空
中
を
浮
遊
し
な
が

ら
、
相
互
に
居
場
所
を
問
わ
な
い
こ
と
を
儀
礼
的
関
係
と
し
て
保
証
す
る
。
直
接
的
体
面
や
対
峙
を
む
し
ろ
恐
れ
る
人
間
模
様
。

二
つ
の
顔
、
仮
面
と
素
顔
の
差
異
を
文
化
と
し
て
利
用
し
始
め
た
の
は
、
西
欧
の
歴
史
か
ら
す
れ
ば
19
世
紀
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
産
業
革
命
と
と
も

に
文
化
の
許
容
範
囲
が
大
き
く
拡
張
し
た
こ
と
に
よ
る
。
近
代
文
学
が
大
き
く
大
衆
化
と
と
も
に
広
が
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

「
仮
面
」と「
素
顔
」の
関
係
が
ロ
マ
ン
主
義
と
い
う
機
運
を
生
み
出
す
も
と
に
な
っ
た
の
も
、
そ
の
形
式
が
明
確
に
小
説
・
文
学
の
形
式
と
し
て
利
用
さ

れ
始
め
た
こ
と
と
密
な
関
係
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。（

ⅱ

）そ
こ
で
は
推
理
小
説
も
生
ま
れ
、
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
感
覚
が
最
大
限
応
用
さ
れ
、
大
衆

社
会
の
遊
び
感
覚
と
そ
れ
は
合
致
し
た
で
あ
ろ
う
。
文
化
は
虚
構
で
あ
る
と
同
時
に
現
実
で
あ
る
と
こ
ろ
に
面
白
み
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
現
実
そ

の
も
の
に
な
る
と
き
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
現
象
が
社
会
に
生
じ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
？

今
一
度
考
え
る
価
値
が
あ
る
。
Ｅ
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス

（E
.Levinas

1906
-1995

）の
思
想
と
と
も
に
、「
仮
面
」で
は
な
く
、「
素
顔
」と
し
て
の「
顔
」が
今
ま
た
深
刻
に
注
目
さ
れ
始
め
て
い
る
。

あ
る
一
つ
の
術
語
が
あ
る
時
代
の
な
か
で
注
目
さ
れ
始
め
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
は
す
で
に
そ
の
術
語
を
と
り
ま
く
現
実
の
周
辺
で
そ
の
術
語
の
も

つ
意
義
が
危
う
い
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
人
間
の「
顔
」が
も
は
や
消
え
始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
暗
示
す
る
。
あ
る
い
は「
顔
」
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が
問
題
に
な
る
時
代
は
、
人
間
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
そ
れ
自
体
で
危
急
存
亡
を
迎
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
？

美
顔
術
や
美
白
と
い
う

顔
を
め
ぐ
る
化
粧
技
術
が
幅
を
き
か
せ
る
時
代
に
、
と
り
わ
け
そ
の
よ
う
に
見
え
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の
構
造
が
ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
個
人
と
個
人
の
関
係
の
全
体
化
が
お
の
ず
と
拡
大
化
さ
れ
て
い
く
。（

ⅲ

）そ

こ
で
は
新
た
な
個
人
と
全
体
の
人
工
的
構
造
化
が
、
以
前
に
も
ま
し
て
強
化
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
も
み
え
る
。
ま
た
そ
う
し
た
現
象
の
反
動
と
し
て
、

自
―
他
の
対
峙
的
な
関
係
原
理
が
や
せ
細
り
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
ま
た
強
く
希
求
さ
れ
る
よ
う
な
ソ
ク
（
エ
）セ

キ
も
見
い
だ
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
構
造
の
な

か
で
は
、
も
う
一
方
で
、
他
者
そ
の
も
の
が
見
え
な
く
な
る
と
い
う
現
象
と
自
己
と
し
て
の
個
別
的
存
在
が
見
え
な
く
な
る
よ
う
な
現
象
が
、
相
即
的

か
つ
交
錯
的
に
生
じ
て
し
ま
う
。「
最
悪
のＤ
疎
外
は
他
者
に
よ
っ
て
自
己
が
奪
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
他
者
を
奪
わ
れ
る
こ
と
な
の
だ
。」喪
失
さ
れ
る

わ
し
づ
か

自
己
と
喪
失
さ
れ
る
他
者
と
い
う
現
象
は
そ
れ
自
体
、
相
即
し
て
生
じ
る
問
題
局
面
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
鳥
の
目
線
か
ら
す
る
鷲
摑
み
の
管
理

な
ん
じ

か
い
り

社
会
を
際
限
な
く
発
展
さ
せ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
新
た
に
我
―
汝
あ
る
い
は
自
己
―
他
者
が
構
成
す
る
対
峙
的
な
思
想
と
の
乖
離
と
い
っ
た
事
柄
が

問
わ
れ
て
き
た
。

さ
ら
に
ま
た
、
ケ
ー
タ
イ
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
世
界
、
そ
れ
は
同
時
に「
ど
こ
」と
い
う
場
所
性
が
確
実
に
消
滅
し
て
い
く
世
界
で
も
あ
る
。
限
り
な

く「
こ
こ
と
今
」と
い
う
感
覚
を
消
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
世
界
で
あ
る
。
す
で
に「
ウ
・
ト
ポ
ス（
無
場
所：

心
こ
こ
に
あ
ら
ず
）：

ユ
ー

ト
ピ
ア
」に
な
っ
て
い
る
。
問
題
は
、「
こ
こ
と
今
」の
実
感
が
た
え
ず
消
去
さ
れ
て
い
く
世
界
、
固
定
化
を
避
け
る
と
い
う
支
配
的
感
覚
で
あ
る
。
文

字
言
語（
メ
ー
ル
）が
鳥
の
よ
う
に
宇
宙
空
間
を
飛
び
交
う
よ
う
に
、
人
間
的
目
線
も
ま
た
そ
う
な
っ
て
い
る
。

今
や
人
と
人
と
の「
間
柄
」は
ケ
ー
タ
イ
と
い
う
機
器
の
遠
隔
装
置
に
全
面
的
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
近
代
的
個
人
の

生
活
の
合
理
性
が
も
た
ら
し
た
帰
結
で
あ
り
、
合
理
性
と
い
う
も
の
の
正
真
正
銘
の
正
体
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
間
柄
の
合
理
的
関
係
を
さ
ら
に

深
化
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
言
葉
の
ス
キ
ル
を
磨
く
し
か
な
い
。（

ⅳ

）む
し
ろ
直
接
的
言
葉
を
も
は
や
必
要
と
し
て
い
な
い
か
に
さ
え
見
え

る
。

に
ら

他
方
で
、
電
車
の
な
か
で
背
を
丸
く
し
な
が
ら
ケ
ー
タ
イ
を
間
近
に「
睨
み
つ
け
る
」あ
る
い
は「
見
据
え
る
」か
の
よ
う
な
ま
な
ざ
し
を
し
て
い
る

ふ
け

た
た

は
ま

人
、
ま
た
メ
ー
ル
に
耽
り
な
が
ら
喜
怒
哀
楽
の
表
情
を
湛
え
る
人
、
い
ず
れ
も
今
日
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
光
景
で
あ
る
。「
嵌
る
」が
ど
こ
ま
で
も
パ
ソ
コ
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ン
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
だ
と
い
え
た
の
も
、
状
況
が
孤
立
し
た
部
屋
で
の
営
み
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ケ
ー
タ
イ
を
見
つ
め
る
光
景
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
パ
ソ
コ
ン
の
孤
立
し
た
空
間
が
そ
の
ま
ま
公
共
の
場
に
せ
り
出
し
て
い
る
姿
で
あ
る
。（

ⅴ

）お
そ
ら
く
個
室
に
あ
る
と
き
以
上

に
、
個
人
が
集
合
す
る
場
所
ほ
ど
相
互
に
類
似
性
が
強
く
働
く
の
で
あ
ろ
う
。
個
人
と
他
人
の
間
に
、
近
接
化
と
差
異
化
の
同
時
性
が
生
じ
る
が
、
そ

れ
は
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
新
聞
に
し
が
み
つ
い
て
い
た
時
代
と
ほ
と
ん
ど
相
似
形
で
あ
る
。
脇
目
も
ふ
ら
ず
同
じ
日
常
的
空
間
の
な
か
で
ひ
た
す
ら
静
か
に

ケ
ー
タ
イ
に「
耽
る
」人
々
、
と
同
時
に
、
そ
こ
に
も「
こ
こ
と
今
」か
ら
離
れ
た
い
（
オ
）シ

ョ
ウ
ソ
ウ
に
駆
ら
れ
た
人
々
の
群
れ
が
あ
る
。

ま
さ
に
現
代
は
、
人
間
が
世
界
の
ど
の
地
点
に
い
て
も
、
世
界
の
な
か
の
私
を
効
率
的
に
消
失
す
る
時
代
で
あ
る
。
逆
に
私
自
身
に
よ
っ
て
像
化
さ

れ
た
世
界
の
な
か
で
し
か
居
場
所
が
な
い
人
間
、
そ
れ
が
現
代
の
人
間
の
姿
で
あ
る
。
周
り
に
い
る
人
間
は
自
分
に
と
っ
て
可
能
な
か
ぎ
り
無
関
係
な

人
間
で
あ
っ
て
ほ
し
い
し
、
ま
た
そ
う
で
あ
っ
て
初
め
て
私
の
位
相
が
定
ま
る
。「
こ
こ
と
今
」は
ど
こ
ま
で
も
空
間
の
中
性
的
な
一
点
で
し
か
な
い
。

お
そ
ら
く
無
意
識
的
に
そ
う
し
た
状
況
に
対
す
る
反
動
も
ま
た
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
お
か
れ
て
い
る「
状
況
的
存
在
」

ひ
そ
う

の
位
相
が
喪
失
し
て
い
く
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
メ
ル
友
」の
数
の
多
さ
が
友
人
不
在
の
不
安
を
解
消
す
る
と
い
う
悲
愴
な
現
象
を
生
む
こ
と
も
あ
る
。
あ

る
い
は
ケ
ー
タ
イ
の
存
在
そ
れ
自
体
が
脅
威
に
な
り
、
道
具
が
他
者
に
も
変
じ
る
。
ケ
ー
タ
イ
が
な
い
と
不
安
だ
、
ケ
ー
タ
イ
が
あ
る
と
怖
い
と
い
う

事
態
が
い
つ
で
も
生
じ
る
。
そ
の
い
ず
れ
も
が
現
代
の
感
覚
的
表
現
で
あ
り
、
ま
さ
に
現
代
のＥ
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
間
を
カ
プ
セ
ル
状
に

包
ん
で
い
る
現
代
技
術
社
会
の
実
相
で
あ
る
。

（
河
上
正
秀『
知
覚
の
変
容
と
私
た
ち
の
文
化

在
る
こ
と
へ
の
問
い
』に
よ
る
）
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問
1

傍
線
部（
ア
）〜（
オ
）に
該
当
す
る
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

16

〜

20

（
ア
）
ト
ラ
え16

ａ

相
手
を
ソ
ク
バ
ク
す
る

ｂ

ヘ
イ
ソ
ク
カ
ン
が
漂
う

ｃ

厳
し
い
キ
ソ
ク
を
定
め
る

ｄ

犯
人
を
ホ
ソ
ク
す
る

ｅ

突
然
シ
ョ
ウ
ソ
ク
を
絶
つ

（
イ
）
セ
ン
デ
ン

17

ａ

後
任
に
ス
イ
セ
ン
す
る

ｂ

化
学
を
セ
ン
モ
ン
に
す
る

ｃ

時
代
の
ヘ
ン
セ
ン
を
た
ど
る

ｄ

セ
ン
リ
ョ
な
行
動
を
と
る

ｅ

病
名
を
セ
ン
コ
ク
す
る

（
ウ
）
シ
ン
ガ
イ

18

ａ

新
た
な
文
化
が
シ
ン
ト
ウ
す
る

ｂ

敵
の
シ
ン
リ
ャ
ク
を
受
け
る

ｃ

世
間
を
シ
ン
カ
ン
さ
せ
る

ｄ

会
社
が
経
営
フ
シ
ン
に
陥
る

ｅ

シ
ン
チ
ョ
ウ
に
事
を
運
ぶ
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（
エ
）
ソ
ク
セ
キ

19

ａ

人
生
の
キ
セ
キ
を
た
ど
る

ｂ

原
因
を
ブ
ン
セ
キ
す
る

ｃ

失
敗
の
セ
キ
ニ
ン
を
と
る

ｄ

事
務
所
を
イ
セ
キ
す
る

ｅ

他
者
を
ハ
イ
セ
キ
す
る

（
オ
）
シ
ョ
ウ
ソ
ウ

20

ａ

コ
ウ
シ
ョ
ウ
な
理
念
を
掲
げ
る

ｂ

大
会
で
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
を
も
ら
う

ｃ

戦
争
で
一
面
シ
ョ
ウ
ド
と
化
す

ｄ

シ
ョ
ウ
サ
イ
な
説
明
を
加
え
る

ｅ

病
気
を
ハ
ッ
シ
ョ
ウ
す
る

問
2

空
欄

Ⅰ

〜

Ⅲ

に
入
る
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

21
ａ

Ⅰ

あ
る
い
は

Ⅱ

要
す
る
に

Ⅲ

ま
し
て
や

ｂ

Ⅰ

つ
ま
り

Ⅱ

む
し
ろ

Ⅲ

し
か
し

ｃ

Ⅰ

い
わ
ゆ
る

Ⅱ

た
と
え
ば

Ⅲ

か
え
っ
て

ｄ

Ⅰ

な
ぜ
な
ら

Ⅱ

さ
ら
に

Ⅲ

も
し
く
は

ｅ

Ⅰ

す
な
わ
ち

Ⅱ

か
り
に

Ⅲ

そ
れ
ゆ
え
に
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問
3

傍
線
部
Ａ「
ケ
ー
タ
イ
と
い
う
機
器
が
人
間
関
係
を
根
底
か
ら
変
え
た
」と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次

の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

22

ａ

ケ
ー
タ
イ
が
現
代
人
か
ら
人
間
関
係
を
上
空
か
ら
見
晴
ら
す
目
線
を
奪
い
、
近
視
眼
的
な
人
間
関
係
し
か
作
れ
な
い
人
々
ば
か
り
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と

ｂ

ケ
ー
タ
イ
が
人
と
人
と
の
対
話
を
直
接
的
な
も
の
か
ら
間
接
的
な
も
の
へ
と
変
化
さ
せ
、
同
時
に
人
間
関
係
を
対
峙
的
な
次
元
か
ら
引
き
離

し
た
と
い
う
こ
と

ｃ

ケ
ー
タ
イ
が「
あ
い
つ
は
い
や
な
や
つ
だ
、
だ
か
ら
つ
き
あ
い
た
く
な
い
」と
思
え
ば
顔
を
合
わ
せ
な
く
て
も
済
む
よ
う
な
技
術
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と

ｄ

あ
ら
ゆ
る
人
間
関
係
に
お
い
て
、
ケ
ー
タ
イ
を
介
し
て
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
ケ
ー
タ
イ
が
現
代
社
会
を
支
配
し
て
い
る
よ
う

だ
と
い
う
こ
と

ｅ

人
間
関
係
の
存
在
的
な
構
造
を
考
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
ケ
ー
タ
イ
と
い
う
機
器
を
考
慮
に
入
れ
ず
に
、
も
は
や
論
じ
る
こ
と
も
で
き
な
い

と
い
う
こ
と

問
4

次
の
一
文
は
、
本
文
中
の（

ⅰ

）〜（

ⅴ

）の
う
ち
ど
の
部
分
に
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ

の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

23

そ
れ
は
対
話
と
い
う
内
実
を
決
し
て
形
成
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
こ
で
は
言
葉
の
技
術
化
し
か
相
乗
的
に
生
ま
れ
な
い
。

ａ
（

ⅰ

）

ｂ
（

ⅱ

）

ｃ
（

ⅲ

）

ｄ
（

ⅳ

）

ｅ
（

ⅴ

）
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問
5

傍
線
部
Ｂ「
そ
う
し
た
ワ
イ
ア
レ
ス
な
時
代
」と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ

選
び
な
さ
い
。

24

ａ

ケ
ー
タ
イ
に
よ
っ
て「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
」つ
な
が
れ
る
た
め
に
、
人
間
関
係
の
あ
り
方
が
空
疎
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
時
代

ｂ

家
の
片
隅
に
固
定
さ
れ
て
あ
っ
た
コ
ー
ド
付
電
話
が
衰
退
し
、
場
で
固
定
さ
れ
た
人
間
関
係
も
と
も
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
時
代

ｃ

ケ
ー
タ
イ
は
個
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
た
が
、
そ
の
こ
と
が
か
え
っ
て
人
間
関
係
の
距
離
感
覚
を
鈍
ら
せ
て
い
る
時
代

ｄ

住
宅
と
い
う
場
所
に
置
か
れ
た
固
定
電
話
よ
り
、
個
人
に
属
す
る
ケ
ー
タ
イ
と
い
う
コ
ー
ド
の
い
ら
な
い
携
帯
電
話
が
普
及
し
た
時
代

ひ
も

ｅ

場
の
固
定
化
に
紐
づ
い
た
固
定
電
話
に
代
わ
っ
た
ケ
ー
タ
イ
と
い
う
移
動
電
話
が
、
人
間
関
係
自
体
を
流
動
的
な
も
の
に
変
え
た
時
代

問
6

空
欄

Ｘ

に
入
る
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

25

ａ

人
間
関
係
の
遠
近
の
知
覚

ｂ

近
代
の
個
人
主
義
的
な
立
場

ｃ

人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

ｄ

個
人
間
に
存
在
す
る
物
理
的
距
離

ｅ

意
思
の
間
接
的
な
伝
達
手
段
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問
7

傍
線
部
Ｃ「
仮
面
舞
踏
会
で
マ
ス
ク（
ペ
ル
ソ
ナ
・
役
割
）を
付
け
な
が
ら
ダ
ン
ス
に
興
じ
る
」と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
の
比
喩
か
。
次
の「
仮
面

舞
踏
会
」に
つ
い
て
の
説
明
も
参
考
に
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

26

ふ
ん
そ
う

仮
面
舞
踏
会
―
―
参
加
者
が
仮
面
を
つ
け
、
互
い
の
素
性
を
隠
し
た
ま
ま
行
わ
れ
る
舞
踏
会
。
参
加
者
は
他
者
に
扮
装
し
、
身
分
を
偽
っ
て
交
流

す
る
こ
と
も
あ
る
。

ａ

お
互
い
が
対
面
で
会
話
で
き
る
よ
う
な
距
離
に
い
た
と
し
て
も
、
遠
い
と
こ
ろ
に
い
る
と
仮
想
し
て
電
話
を
楽
し
む
と
い
う
こ
と

ｂ

ケ
ー
タ
イ
と
い
う
機
器
に
は
場
の
固
定
化
は
不
要
で
あ
る
の
に
、
お
互
い
の
第
一
声
が「
い
ま
ど
こ
？
」で
始
ま
る
と
い
う
こ
と

ｃ

直
接
的
体
面
や
対
峙
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
ケ
ー
タ
イ
を
介
し
て
の
や
り
取
り
が「
素
顔
」と
し
て
の「
顔
」に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

ｄ

相
手
の
現
在
の
居
場
所
を
あ
え
て
問
お
う
と
せ
ず
、
鳥
の
よ
う
に
意
識
を
虚
空
に
漂
わ
せ
て
表
面
的
な
会
話
を
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と

ｅ

ケ
ー
タ
イ
を
使
用
す
る
度
に
、
相
手
や
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
応
じ
て
、
そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
役
割
を
演
じ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

―20―



〈
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
志
願
者
の
み
解
答
し
て
く
だ
さ
い
〉

問
8

傍
線
部
Ｄ
・
Ｅ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

Ｄ

27

・
Ｅ

28

Ｄ

疎
外

ａ

自
分
に
と
っ
て
不
都
合
な
こ
と

ｂ

物
事
の
進
行
を
さ
ま
た
げ
る
こ
と

ｃ

人
間
ら
し
い
生
き
が
い
を
失
っ
た
状
態

ｄ

本
来
あ
る
べ
き
自
己
の
本
質
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
る
こ
と

ｅ

人
間
が
作
り
出
し
た
も
の
に
人
間
が
支
配
さ
れ
て
い
る
状
態

Ｅ

ジ
レ
ン
マ

ａ

一
つ
の
概
念
に
相
反
す
る
二
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

ｂ

二
つ
の
事
柄
が
互
い
に
矛
盾
し
た
ま
ま
存
在
す
る
こ
と

ｃ

二
つ
の
選
択
肢
の
う
ち
ど
ち
ら
も
選
べ
な
い
状
態
の
こ
と

ｄ

普
通
と
は
反
対
の
方
向
か
ら
考
え
を
進
め
て
い
く
こ
と

ｅ

自
分
の
言
説
や
行
動
が
首
尾
一
貫
し
て
い
な
い
こ
と

―21―



〈
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
志
願
者
の
み
解
答
し
て
く
だ
さ
い
〉

問
9

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

29

ａ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
は
、
個
人
と
個
人
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い
る
が
、
同
時
に
自
他
の
対
峙
的
な
関
係
が
希
薄
な
も

の
と
な
り
、
他
者
の
存
在
が
見
え
な
く
な
る
と
と
も
に
自
己
の
存
在
も
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

ｂ

個
人
主
義
は
近
代
化
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ
っ
た
が
、
多
く
の
人
が
ケ
ー
タ
イ
と
い
う
自
己
拡
張
機
能
に
支
配
さ
れ
た
現
代
で
は
、
む
し
ろ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
を
磨
い
て
間
柄
を
深
化
発
展
さ
せ
る
意
義
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ｃ

ケ
ー
タ
イ
と
い
う
機
器
は
、
合
理
性
を
追
求
し
て
き
た
近
代
が
い
き
つ
い
た
究
極
の
形
と
言
え
る
が
、
社
会
の
基
盤
で
あ
る
人
間
関
係
を
質

的
に
大
き
く
変
容
さ
せ
、
限
り
な
く
間
接
化
し
て
し
ま
っ
た
点
で
、
現
代
技
術
の
弊
害
で
も
あ
る
。

ｄ

電
車
の
車
内
と
い
う
人
が
大
勢
集
ま
る
場
所
で
、
周
囲
を
遮
断
す
る
孤
立
し
た
空
間
を
現
出
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
ケ
ー
タ
イ
に
没
頭
す
る

人
々
の
姿
は
、「
私
」が
世
界
の
な
か
に
埋
没
す
る
時
代
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

ｅ

ケ
ー
タ
イ
が
会
話
の
道
具
で
あ
り
な
が
ら
直
接
的
言
葉
を
必
要
と
せ
ず
、
相
互
に
居
場
所
を
問
わ
な
い
こ
と
が
暗
黙
の
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
た
だ
誰
か
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
に
価
値
を
見
い
だ
す
世
相
を
反
映
し
て
い
る
。

国
語
の
設
問
は
こ
こ
で
終
了
で
す
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受験番号
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（例） 受験番号を記入し，さらにその
下のマーク欄にマークして下さい。

3 解答用紙には，受験番号欄に受験番号5桁
を記入し，マーク欄の該当するところをマー
クしなさい。
氏名を記入してはならない。なお，記入し
た受験番号やマークが誤っている場合および
無記入の場合は，当該科目の試験が無効とな
る。

4 解答用紙に選択する科目名を記入し，マーク欄の該当するところをマークしなさ
い。なお，記入した科目名とマークが異なっている場合および無記入の場合は，当
該科目の試験が無効となる。

科目名
英語 数学Ⅰ・数学Ａ 基礎学力試験
国語 生物基礎・生物

化学基礎・化学
物理基礎・物理

5 解答は，解答用紙の解答欄にマークしなさい。マークはHBまたは Bの鉛筆
（シャープペンシル可）で濃くマークしなさい。解答用紙を折ったり曲げたりしては
ならない。
例えば 2 とある表示のある問に対してｃと解答する場合は，次の（例）の

ようにマークシートの2の解答欄のｃにマークしなさい。
指定欄以外へマークした場合は解答が読み取れなくなる場合があるため，記入し
ないこと。訂正は，消しゴムできれいに消すこと。

解答
番号

解答欄
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

1 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

2 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

良い例 悪い例

（例） （マークの仕方）

6 試験終了後には，問題冊子の上に解答用紙を裏返して置きなさい。解答用紙の回
収後は監督者の指示に従うこと。

7 問題冊子は持ち帰ること。

注 意 事 項 続 き
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